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論文
公共図書館と情報リテラシー
—情報リテラシー概念に関する議論の整理—

名倉早都季 †

† 東京大学大学院教育学研究科　
公共図書館は生涯学習機関として，その使命の規定から市民の情報リテラシーを保障する必要がある。

情報リテラシー概念については，図書館情報学を中心にその定義が論じられてきた。しかし，既存の研
究はその涵養の場所として主に大学図書館や学校図書館を想定しており，公共図書館との関係から情報
リテラシーを検討した研究は限られる。公共図書館が関与すべき情報リテラシーについてどのような議
論が展開されてきたのかという点は，これまで整理されてこなかった。本研究では，公共図書館との関
係から情報リテラシー概念を定義・検討した論考を対象に文献レビューを行い，情報リテラシーの捉え
られ方，それが論じられる問題設定，対象者，関連概念を明らかにした。
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1 研究背景・研究課題
2005 年 9 月に表明されたプラハ宣言には，情

報リテラシーは生涯学習という基本的人権の一部
であることが明記されている 1。同様に，2005年
11月に発表された情報リテラシーと生涯学習に関
するアレキサンドリア宣言の中でも，情報リテラ
シーは生涯学習の中核であり，デジタル社会にお
ける基本的人権の一つであると記されている 2 。
生涯学習の支援は公共図書館の使命の一つである

から 3，公共図書館はその理念に照らし市民の情
報リテラシーを保障する必要がある。
IFLA公共図書館サービスガイドラインは，公
共図書館を “人種，国籍，年齢，性別，宗教，言語，
障害の有無，経済的・職業的な地位，および学歴
にかかわらず，すべての地域社会のメンバーが等
しく利用することができる”4機関として定義して
いる。また，同ガイドラインによれば，公共図書
館は，“個々人に対して広範で多様な範囲の知識，
思想ならびに種々の見解へのアクセスを保障する
ことによって，民主主義社会の発展と維持に資す
る重要な役割を担っている”5機関である。民主社
会において，属性に関わらず個々人に保障される
べき情報リテラシーは，公共図書館との関係から
論じられるべき領域である。
しかしながら，情報リテラシーをめぐる図書館
情報学分野の既存の研究は，公共図書館が関与す
べき情報リテラシーの議論を欠いてきた。情報リ
テラシーを論じる研究の多くがその涵養の場とし
て想定しているのは，大学図書館や学校図書館であ
る。例えば，高等教育段階で情報リテラシーを身
につけた状態を示すフレームワークとして，英国国
立・大学図書館協会（Society of College, National

and University Libraries: SCONUL）6や，米国大
学・研究図書館協会（Association of College and
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Research Libraries: ACRL）7 がある。また高等
教育・初等中等教育の実践に応用される情報探索
のモデルとして，EisenbergとBerkowitzのBig68

やKuhlthauの ISP9が提案されてきた。一方で公
共図書館における情報リテラシー概念を検討する
研究は限られており，実践に向けた共通の参照先
が形成されてこなかった 10。
ただし，研究における欠落が，実践の欠落を意味

するわけではない。MattesonとGerschは，米国
の公共図書館における情報リテラシープログラム
を調査し，公共図書館が大学図書館や学校図書館
で用いられるプログラム以外にも，日常生活で必
要となるスキルや趣味に関わる，独自の多様なプ
ログラムを実施していることを報告している 11。
特に米国では，2016年にウェブ上でのプロパガン
ダが問題視された米国大統領選挙以降，フェイク
ニュースやプロパガンダに惑わされることなく情
報を適切に評価するための知識やスキルの提供が，
情報リテラシーのプログラムの一環として行われ
るようになっている 12 13。また米国や欧州の公共
図書館では，特定の領域の情報を扱うリテラシー
として，フィナンシャル・インフォメーション・
リテラシー（financial information literacy），ヘ
ルス・インフォメーション・リテラシー（health

information literacy）等を情報リテラシーに関す
るプログラムとして展開する実践例が見られる。
公共図書館における情報リテラシーは，多様な

実践が先行し，その概念の全体像を把握すること
が困難になってきている。実践が先行すること自
体は問題ではないが，概念を検討する議論の状況
を確認しておくことは，今後の研究の基礎を与え
ることにつながるだろう。本稿では，公共図書館
が関与すべき情報リテラシーの特徴を明らかにす
ることを目的とし，図書館情報学分野で公共図書
館における情報リテラシー概念を扱った論考を対
象に文献レビューを行う。議論の整理にあたって
は，次節の関連研究が情報リテラシーを捉えるた
めに用いてきた枠組みである，情報リテラシーの
捉え方，関連概念との関係に加え，情報リテラシー
概念が論じられる際の議論の動機・問題設定，情
報リテラシーが必要であるとされているサービス
対象者の属性や特徴についても言及する。研究課
題は以下である。

公共図書館が関与すべき情報リテラシー概念

を定義・検討した論考の中では，
1 情報リテラシーは，どのような実体とし
て捉えられているか。

2 いかなる動機・問題設定から，概念の定
義・検討がされているか。

3 どのような属性を有する対象者が，情報
リテラシーに関与する主体として想定さ
れているか。

4 情報リテラシーに関連する概念（上位・
姉妹・下位概念）は何か。

2 関連研究
情報リテラシーに関する議論の動向を整理した
研究としては，AddisonとMeyersの論文がある 14。
Addisonと Meyersは，図書館情報学分野で情報
リテラシー概念を扱った論考をレビューし，情報
リテラシーの捉え方として，情報化の時代に必要
とされるスキルを獲得すること，認知の習慣を育
成すること，社会的実践を行うことという 3つが
存在するとしている。また，それぞれの捉え方か
ら情報リテラシーを論じる議論の特徴にも言及し
ており，スキルの獲得とみなす場合には生涯学習
の観点からキャリア形成のためのスキル習得を想
定して，認知の習慣の育成と捉える見方では問題
解決のためのモデルとして，最後に社会的実践と
みなす見方では文脈が重視され，特定の状況と結
び付けられて論じられることを指摘している。
また Bawdenは，情報リテラシー及びその姉妹
概念を扱う論考をレビューし，他概念との関係から
情報リテラシーを論じている 15。Bawdenは，情
報環境が複雑化する中で，当初読み書き能力を意
味していたリテラシー概念が，次第にスキルに基づ
くリテラシー（skill-based literacies）概念によっ
て補完されるようになってきたことを述べ，スキル
に基づくリテラシーの例として図書館リテラシー
（library literacy），メディア・リテラシー（media

literacy），コンピュータ・リテラシー（computer

literacy）を挙げる。これらは次第に特定のスキル
以上のものを指す概念へと発展していき，情報を
分析し評価するという点で，情報リテラシーと関
連を有するようになった 16。また Bawdenは，情
報社会における重要なトピックとして，情報リテ
ラシーとデジタル・リテラシーを併置している 17。
なお日本国内では，情報リテラシーではなく，情
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報リテラシー教育をめぐり，研究動向のレビュー
や概念の検討が行われてきた 18 19 20。情報リテラ
シー概念に関するレビューは見られないが，瀬戸
口は情報リテラシー教育のアプローチをレビュー
する中で，既存の情報リテラシー概念を，情報観
と人間観という枠組みで整理している 21。
以上は館種を問わず情報リテラシーという概念

について述べた論考を対象にレビューを行い，そ
の概念をめぐる議論を整理した研究である。公共
図書館が関与すべき情報リテラシー概念に絞り，
議論を整理した研究は見られない。

3 研究方法
本研究ではマッピングレビューを行う。マッピ

ングレビューとは，特定のトピックに関する既存の
研究を分類し，今後必要となる研究を明らかにする
ものである 22。日本語文献については，J-STAGE

で抄録に「図書館」かつ「リテラシー」という語
を含む学術論文，CiNiiでタイトルに「情報リテラ
シー」，フリーワードに「図書館」を含む図書を検索
した。英語文献については，ProQuestの Library

& Information Science Collectionで，タイトルに
「information literacy」，抄録に「public library」ま
たは「public libraries」を含む査読付き学術論文を，
ProQuestで 23タイトルに「information literacy」，
図書に関する情報のいずれか（anywhere）に「public

library」または「public libraries」を含む図書を検
索した。また，追加検索として，Web of Scienceで，
タイトルに「information literacy」，抄録に「define」
「rethink」「reframe」「concept」「definition」のい
ずれかの語を含む，査読付き学術論文を検索した。
以上の検索で候補とした合計 504件（重複を含

む）について，抄録，目次，冒頭部分を確認し，以
下の判定基準でレビュー対象とする文献を絞り込
んだ。なお選定した文献の被引用文献も同じ基準
で確認し，基準に合致する文献をレビュー対象と
して追加した。

(1) 情報リテラシーの定義（他概念との差異によ
る特徴づけを含む）を与えている文献である
こと。情報リテラシーの涵養を目的としたプ
ログラムを実施するための指南本や，実践報
告はレビュー対象としない。

(2) 公共図書館との関係から情報リテラシーを論
じていること。大学図書館や学校図書館を想

定している文献はレビュー対象外とした。一
方で，公共図書館との関係が明示的に述べら
れていない場合でも，大学図書館や学校図書
館という設定を明示しておらず，公共図書館に
展開可能な概念として情報リテラシーを扱っ
ている場合は対象に含めた。

(3) 成人を対象とした情報リテラシーを扱ってい
ること。日本の高等学校までの教育段階にあ
る年齢の対象者については，学校図書館を想
定した実践の中で様々なモデルが提唱されて
いる。学校図書館が関わるべきとされる情報
リテラシーをめぐる議論との差異を明確にす
るため，本研究では概ね 18歳以上の成人が想
定されている文献をレビュー対象とし，子供
やヤングアダルトのみを対象とした概念を検
討している文献は対象外とした。

以上の手続きを経て，14件の文献（論文または図
書の一部）をレビュー対象として選定した。

4 公共図書館と情報リテラシー
レビュー対象とした論考を情報リテラシー概念
の捉え方から分類すると，(1) 情報検索に必要と
されるリテラシーとするもの，(2) 情報の発信・拡
散に必要とされるリテラシーとするもの，(3) 社
会的実践とするものという 3つに分類することが
できた。この 3つの捉え方の整理は，第 1節で挙
げた 1点目の研究課題と対応する。以下では，こ
の 3つの捉え方を項として立て，各項の中で問題
設定と対象者ごとに緩やかに論考をグルーピング
しながら，研究課題の 2点目から 4点目に対応す
る整理を行う。
4.1 情報検索に必要とされるリテラシー
1990年代にインターネットが普及し，社会の情
報環境は大きく変化した。McClureは，ネットワー
ク社会の中で，専門家や，テクノロジー愛好家と
いったウェブに詳しい人たちのみがそれら技術を
使いこなして情報検索を行い，そうでない大多数
の人は，それらの情報環境に適応したスキルを涵
養できていないという点を問題として挙げながら，
関連概念との関係から情報リテラシーについて言
及している 24。ここで着目すべきは，McClureが
これらリテラシーを必要とするグループとして，専
門家以外のWeb上での情報検索に慣れていない人
たち，を想定していることである。このような，専
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門家とそれ以外の人たちという括り方は，後に取り
上げる論考でもしばしば見うけられる。McClure

は，情報による問題解決という文脈で，各種リテ
ラシーを捉えることを提唱している。McClureに
よれば，情報リテラシーは問題解決のスキルとし
て列挙された以下 4つのリテラシーが重なる部分
に存在するリテラシーである 25。すなわち，読み
書き能力を指す伝統的なリテラシー（traditional

literacy），コンピュータで基礎的なタスクを遂行
するためのコンピュータ・リテラシー，紙媒体，電
子媒体のいずれのメディアについても，それを解
読・評価・分析・生産できる力を指すメディア・
リテラシー，そして最後に，McClureが提唱する
ネットワーク・リテラシー（network literacy）で
ある。このネットワーク・リテラシーには，ネッ
トワーク上の情報の役割や，情報が生成されるシ
ステムの特性の理解，情報探索ツールを使用し特
定の情報をネットワーク上から得るスキル等が含
まれるが 26，このうちどのような要素が情報リテ
ラシーに属するのかは明示されていない。
このように情報リテラシーを問題解決という枠

組みから捉える点では，野末の論考もMcClureと
の共通点を持つ 27。しかし野末は “情報リテラシー
の具体的な中身が状況（文脈）によって規定され
る”28とする点で，McClureの捉えるリテラシー概
念とは異なるものを指していると考えられる。野
末のこの主張は，別論考で，情報リテラシーを “自
分の属するコミュニティにおける種々の営みに必
要な基礎と技能”29である，機能的リテラシーとし
て捉えていることからも明らかである。また，情
報リテラシーを，コンピュータ・リテラシー，メ
ディア・リテラシーとは力点が異なる類縁概念と
している点も 30，McClureの見方と異なる。なお，
公共図書館との関係では，ビジネス・健康・医療・
法律等の情報提供サービスについて，“住民にとっ
て望ましい知識獲得の水準を目標として，情報ア
クセスを操作子とする情報リテラシーを提示して
いるともいえよう（フィナンシャルリテラシー，ヘ
ルスリテラシー，リーガルリテラシーなどと呼ば
れることがあるとおりである）”31と述べていると
おり，公共図書館における課題解決支援を，情報
リテラシーを涵養するサービスとして捉えている。
McClureと同様に，急速に発展したインターネッ

ト環境の中で，専門家とそうでない人たちという

区別を緩やかにつけ，従来情報探索を専門に行なっ
てきた人たち（例えば司書）に限らず，一般の市
民にとっても，情報を探索し，判断し，選別する
スキルが重要になっているという点を背景に，情
報リテラシーを論じた研究として Andersenによ
る論考がある 32。McClureが情報リテラシーを，
情報による問題解決という文脈で捉えることがで
きる，ある程度汎用的なスキルとして捉えていた
のに対し，Andersen はそのように様々な設定に
適用可能なニュートラルなスキルとしては捉えな
い。Andersenは，いずれの社会にもいずれの時代
にも，何を正当な情報源とするかについての独自
の見方があり，全ての市民が学習し習得すること
のできる中立的な能力として情報リテラシーを捉
えることはできないことを主張する 33。情報リテ
ラシーは，以下にAndersonが強調するとおり，そ
のような中立的な能力を超えた，高度な社会政治
的スキルである。

Becoming or being information literate

person is not a matter of following a

standard or to be evaluated by one but

to be able to discursively act upon a

society configured and mediated by dis-

courses34.

なお，Andersenは，Warnickの提唱するクリティ
カル・リテラシー（critical literacy）35 の文脈に
情報リテラシーを位置づけている。Warnickのい
うクリティカル・リテラシーとは，社会的な文脈
を考慮し，テクストを読み解くためのリテラシー
である。また Andersenはコンポジション理論を
参照し，ライティング・スキルやリーディング・
スキルを想定したリテラシー概念を関連概念とし
ていることから，情報リテラシーを，読むこと書
くことに関するスキルの延長で捉えている。情報
検索に必要なスキルという枠組みではあるものの，
社会的文脈を考慮し情報を読み解くためのスキル
として扱っている点で，McClureの捉え方とは大
きく異なっている。
以上に取り上げた 2点の論考は，いずれもイン
ターネットが普及し，インターネットを利用した情
報検索が日常的に行われるようになった社会状況
を踏まえ，情報リテラシーを検討したものである。
機械学習を使用した検索エンジンの普及によって，
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情報検索環境は，インターネットが普及し始めた時
期から大きく変化した。次に取り上げる Smithと
Mattesonによる論考では，現代の検索エンジンに
よる情報検索環境が，情報リテラシーの重要な側面
である，情報を検討する行為に大きな影響を与える
ことを背景に，情報リテラシーを検討している 36。
SmithとMattesonは，機械学習の成果によって，
情報検索の際にクエリが予測されたり関連情報が
提示されたり，最も関連する情報が提示されたりす
る現在の情報検索の環境は，非常に有用でありなが
ら，情報リテラシーの重要なプロセスの一つである
判断のステージを適切に支援できていないことを
問題とする。ここで情報リテラシーは，ジェネラ
ル・リテラシー（general literacy）を基盤とするリ
テラシーとして定義される。ジェネラル・リテラ
シーとは，OECDが定義する，社会に参加し，自分
の目標を達成し，自分の知識や可能性を拡張するた
めに，書かれた文章を理解し，評価し，利用し，関
わることであり，具体的には読解（reading），情報
技術を用いた問題解決能力（technology problem

solving）が挙げられている 37。SmithとMatteson

は，これにニューメラシー（numeracy）を加えた
ものをジェネラル・リテラシーとし 38，このジェ
ネラル・リテラシーは，人間社会のコミュニケー
ション，社会構造，そして情報技術との複雑な関
わり合いの中で現れるものとしている。Smithと
Mattesonは，そのうえで，情報リテラシーの定義
を以下のように与える。

This foundation [complex interaction

with communication, social constructs

and technology] supports the informa-

tion literacy of understanding, evaluat-

ing, using and engaging with written

text as defined by OECD. These four

processes are not necessarily linear in

their relationship but required continu-

ously for fully literate participation in

the modern world. Recorded informa-

tion is central, which we define more

broadly than written text to include vi-

sual, audio, video and data records. Lit-

eracy enables the use of recorded in-

formation, as do the tools and skills

required for its creation, dissemination

and use39.

SmithとMattesonは，情報リテラシーがどのよ
うな存在であるかについては明示していないが，上
に引用した表現からは，読解力，ニューメラシー，
問題解決能力をジェネラル・リテラシーの要素と
しながら，それらを基礎として，記録された情報
を理解し，評価し，使用し，関与する際に発動され
るものであることが読み取れる。さらに，Smith

とMattesonは，情報検索モデルとして情報リテ
ラシーを捉える既存の研究と，ここで定義した情
報リテラシー概念との対応づけを行う。情報リテ
ラシーをモデルとして捉えた研究は，計画，取得，
判断，コミュニケーションという 4つの基礎的プ
ロセスに基づいているとし，このプロセスが，記
録された情報を前にしたとき，適切な情報技術と
スキルを以て使用し，それに関わることを可能に
するとしている 40。
4.2 情報の発信・拡散に必要とされるリテラシー
2010年代以降の論考では SNSの普及に伴い情
報リテラシー概念を捉え直す試みが見られる。ま
たそのような論考は，とりわけ情報の発信・拡散
に関わる点を強調する。
まず初めに，問題設定や対象者を明確に与えてい
る Koltayの論考を取り上げる 41。Koltayは，異
なる目的を有する利用者グループである専門家と
アマチュアとで，それぞれに異なる概念を定義する
ことを提案している。まず専門家が発揮すべきリ
テラシーとして情報リテラシーを挙げる。Koltay

がここで専門家としているのは，調査・研究に関
わる研究者や学生であり，高い信頼性や正確性，
妥当性を有する情報を求める利用者を指す。アマ
チュアについてはその属性が明確に述べられてい
ないが，概ね専門家以外の，主に娯楽のための情報
検索をする利用者が想定されており，この利用者
に必要なリテラシーとしてデジタル・リテラシー
が挙げられている。また，アマチュアが作成した
ウェブ上のコンテンツは，公共図書館の利用者に
とって有益であること，これまで公共図書館は専
門家向けではなくアマチュア向けのコンテンツを
提供してきたことを述べており 42，緩やかに公共
図書館が Koltay によってアマチュアとしてラベ
リングされた人たちが利用する場所として想定さ
れていることが分かる。
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Koltayがこのような提案をする背景にあるのは，
インターネット環境の発展により，ウェブ上にア
マチュアの作り出した情報が多く存在するように
なったことである。Koltayは，専門家が作り出し
た学術的知識と，普通の人（“ordinaly people”）が
作り出した情報とを区別できない状態にしてはい
けないということ 43，また，全ての人に共通して
求められるリテラシーを定義することはできない
ということ 44 を前提としている。ただし Koltay

は，情報リテラシー及びデジタルリテラシーにつ
いてそれほど明確な定義を与えているわけではな
い。以下のとおりHobbsがメディア・リテラシー
について述べた特徴 45を援用し，情報リテラシー
教育は，特定の領域や分野や文脈で情報を検索す
るために使用される，クリティカル・シンキング
やメタ認知，手続き的知識と関連するものである
と述べている。しかし述べられているのは情報リ
テラシー教育であり，情報リテラシーそれ自体で
はない。

Instead we can state that IL education

emphasizes the need for careful retrieval

and selection of information available

and places prime emphasis on recogniz-

ing message quality, authenticity and

credibility. It concentrates on critical

thinking, meta-cognitive and procedual

knowledge used to locate information

in specific domains, fields, and contexts

(Hobbs, 2006)46.

なお，Koltayは別の論考で 47，メディア・リテラ
シーとの差異から，情報リテラシーに言及してい
る。そこでは，情報リテラシーもメディア・リテ
ラシーも情報の批判的な分析を要求する点では共
通するが，メディア・リテラシーがメディアメッ
セージの構成について検討をするのに対し，情報
リテラシーは複雑なコミュニケーション状況の中
で機能するための方法であるとされる 48。
以上のように捉えられる情報リテラシー概念に

対しデジタル・リテラシーは，視覚，聴覚，筆記
の各フォーマットでテキストを消費したり作成し
たりする能力，さまざまなメディアで構成される
メッセージを評価できるようにするためのグロー
バル社会に対する適切な社会認識など，幅広い能

力を統合するリテラシーとして示される 49。また，
Koltayがデジタル・リテラシーについて強調して
いるのは，デジタル・リテラシーが情報リテラシー
に比べ，情報を選定することではなく，情報を生
み出すことも含めた概念として扱われてきた点で
ある。先に述べたとおり，Koltayの問題設定は，
ウェブ上でアマチュアが情報を発信できるように
なった情報環境である。このため，発信者として
の側面を含むデジタル・リテラシーをアマチュア
に必要なリテラシーとして要請するのである。
Koltayの立場を総合すると，情報リテラシーと
は，学習・調査・研究といった場面で，専門家が
学術分野で情報を検索し使用する際に関与するリ
テラシーであり，それが発動される場所として主
に大学図書館が想定されている。一方で，デジタ
ル・リテラシーは，主に娯楽を目的として，アマ
チュアが情報行動を行う際の，様々な情報を読み
解くための総合的なリテラシーであり，このリテ
ラシーが発揮されるべき場として公共図書館が想
定されている。Koltayは専門家以外のアマチュア
の行動として主に娯楽のための情報収集を想定し
ているため，例えば起業に必要な手続きを調べる，
投票行動の参考にするため直近の政治家の言動を
調査するといった，市民が公共の場に参画する際
に必要な情報行動が，どの図書館で発揮されるべ
きいかなるリテラシーに関わるものかは明示され
ていない。
なお，ここまでの整理ではKoltayはリテラシー
を，特定の属性を有するグループが身につけるべ
きスキルとして捉えているように見える。しかし
Koltayは，リテラシーは文化的状況に依存するとい
う立場をとっており 50，情報リテラシーをMcClure

の想定するような汎用的なスキルではなく，野末
が想定する機能的リテラシーとして扱っていると
判断できる。
次に，Mackeyと Jacobsonによる論考では，SNS

の登場により，これまで情報の受け手であった個
人が発信者として振る舞う新たなウェブ環境を背
景に，情報リテラシーの新たな捉え方が提唱され
ている 51。Koltayと異なり，Mackeyと Jacobson

は専門家とアマチュアという区分を設けていない。
またKoltayは公共図書館が関与すべきリテラシー
はデジタル・リテラシーであるとしたが，Mackey

と Jacobsonが想定するメタリテラシーとしての
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情報リテラシーは，特に大学図書館のみが関与す
るものとしては与えられていない。より正確に言
えば，Mackeyと Jacobsonが提唱するメタリテラ
シー（metaliteracy）としての情報リテラシーは，
大学図書館での教育が想定されてはいるものの，
その実践の中に民主社会における意思決定が含ま
れており，公共図書館にも展開できる概念である
と捉えることができる。以上のような差異は見ら
れるものの，公共図書館が関与すべき情報リテラ
シー（Koltayの場合はデジタル・リテラシー）に
ついて，情報の発信者という側面に着目する点，情
報リテラシーを単なるスキルとして捉えることを
越えようとしている点では Koltay の主張と共通
する。
Mackeyと Jacobsonは，情報リテラシーに関す

る既存のフレームワークは，情報を発信したり共
有したりすることで，ソーシャルメディアやオン
ラインのコミュニティに協働的に参加することを
想定できていないとする 52。また，新たな情報環
境に対応するリテラシーとして様々な姉妹概念が
提唱されてきたものの，それらは差異が強調され
るばかりで，共通点が見落とされてきたことを指摘
する 53。Mackeyと Jacobsonは，情報リテラシー
の姉妹概念として，メディア・リテラシー，デジタ
ル・リテラシー，ビジュアル・リテラシー（visual

literacy），コンピュータ・リテラシー，サイバー・
リテラシー（cyber literacy），インフォメーショ
ン・フルーエンシー（information fluency）を挙
げ，これらは別々の異なるスキルではなく，いず
れもクリティカル・リーディングやクリティカル・
シンキングに関わるという点で共通の基盤を有し
ているとする。そして，その様々な他リテラシー
をつなぐための包括的なメタリテラシーとして，
情報リテラシーを以下のように定義している。

Information litearcy is the metaliteracy

for a digital age because it provides

the higher order thinking required to

engage with multiple document types

through various media formats in col-

laborative environments. [...] While

media and technology formats continue

to change, the comprehensive nature

of information literacy prepares indi-

viduals to adapt to shifting informa-

tion environments. In many ways, this

is a process of learning how to learn.

Information-literate individuals acquire

the ability to understand information

using diffrent forms of technology54.

Mackeyと Jaconbsonは，Koltayと同様に，情
報リテラシーをスキルとして捉える立場には反対
する。メタリテラシーとして情報リテラシーを再
構築することで，情報リテラシーを，個別のスキル
の集合ではなく，相互参加型のオンラインコミュ
ニティにおける，情報の積極的な生産と共有とし
て捉え直すことが重要であるとしている 55。
また，情報の発信者や拡散者としてのリテラシー
に着目し，それを科学的コミュニケーションの文脈
で位置づけた概念としては，Wangらによる科学的
情報リテラシー（scientific informaion literacy）が
ある 56。Wangらの問題設定は，市民が情報の発信
者・拡散者となることを挙げている点で，Koltay，
Mackey と Jacobson の論考と共通する。ただし
Wangらの焦点は，特に科学的コミュニケーショ
ンにおいて，市民が発信者や拡散者となることで
ある。昨今の相互のやり取りが可能なメディア環
境下では，科学コミュニケーションにおいて科学
的専門性が失われること，誤情報が拡散されやす
いこと，双方向的な対話や参加があるからといっ
て言論の質が担保されるわけではなくむしろ偏り
やすいことを課題として挙げている 57。
なお，ここで着目しておくべきは，Wangらが科
学的コミュニケーションに関わるリテラシーとし
て，デジタル・リテラシー，メディア・リテラシー
のほか，科学リテラシーを挙げていることである。
Wangらが想定している科学リテラシーは，情報
の活用・評価，また情報の批判的な読解・検討を含
む概念である 58。この科学リテラシー概念は，新
たなメディア環境に対応するため先行研究の中で
拡張されてきた。しかし，Wangらは，既存の研
究が論じる科学リテラシーは，情報の受け手とし
ての能力しか扱っていないことを指摘する。市民
が科学的知見に対する意見を表明することが容易
になった昨今のメディア環境下では，市民が情報
の拡散者として振る舞うことを想定した新たな概
念が必要であるとする。その上で，科学的情報リ
テラシーを，科学的情報を獲得・選別・評価・拡
散するためにメディアを使用する能力を高めるた
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めの多次元構成体（multidimensional construct）
として定義し 59，具体的には，科学的情報を獲得
する能力，選別する能力，信頼性を評価する能力，
拡散する能力，意見を表明する能力という以下 5

つの側面を有するとしている。
4.3 社会的実践としての情報リテラシー
前項までで述べた論考の多くが，情報リテラシー

概念の検討を情報環境の変化という問題設定の中
で行っている。つまり社会状況の変化が，情報リ
テラシー概念を検討する動機となっている。一方
で社会的実践として情報リテラシーを捉える見方
では，社会の変化を情報リテラシー概念を検討す
るための動機として与えるのではなく，何らかの
理論をその概念に適用することの妥当性から情報
リテラシー概念の検討を始めている。
まず初めにクリティカル・セオリーに基づいて

情報リテラシーを論じる立場を取り上げよう。Irv-

ingは情報へのアクセスが格段に容易になった情
報化時代において，コミュニティ開発の文脈で，
主として周縁化されたコミュニティの必要に応え
翻訳・移転される知識として，“K4D (knowledge

for development), knowledge translation or mo-

bilization”60 という用語が使用されるようになっ
てきたことを背景として述べる。そして Irvingは
ここで，その知識・情報自体に伴う権力性を再検
討し，司書がその涵養に特権的に関与してきた情
報リテラシーを，クリティカル・インフォメーショ
ン・リテラシー（ciritical information literacy）と
して捉え直す重要性を述べる。クリティカル・イ
ンフォメーション・リテラシーとは，知識の生成
や獲得に伴う権力性を批判するクリティカル・セ
オリーに基づき，図書館情報学分野で Elmborgが
提唱した概念 61である。クリティカル・インフォ
メーション・リテラシーは，情報に関与する権力
と支配に目を向け，既存の主流となってきた知識
の生産と流通を批判的に捉えることに関わる。そ
して以下に述べられているように，支配的な見方
が特権を有してきたこと，周縁化された声が沈黙
させられてきたことを明るみに出し，学習者が学
習者ら自身の知識と経験を理論化することを可能
にするものである。

As noted earlier, critical information

literacy helps to expose the privileg-

ing of dominant perspectives and silenc-

ing of marginalized voices, and supports

learners to draw upon theorize their

own knowledge and experience62.

“marginalized voice”という表現があるように，ク
リティカル・インフォメーション・リテラシーが焦
点を当てるのは，社会構造の中で周縁化されてき
たコミュニティである。例えば，Irvingは図書館
がイニシアチブをとるべき事例として，障がいが
ある方向けへの情報アクセスの保障，実際にイニ
シアチブがとられている事例として，カナダの先
住民族に関する既存資料の再検討を挙げている 63。
クリティカル・インフォメーション・リテラシー
を論じる立場では，クリティカル・セオリーが抑圧
者と被抑圧者の関係を見直すように，司書と学習
者の関係の再検討を促し，一方向の情報の教授を
批判する。司書は特権的な立場に立つのではなく，
知識の構築を促す促進者として振る舞うことが求
められる 64。Irvingは，司書の役割に関するこの
ような意識は，プロパガンダやフェイクニュース
が蔓延するオンラインプラットフォーム，情報へ
アクセスする際の制限や経済的障壁，関連性を判
断するのが困難な大量の情報を含むインターネッ
ト環境という文脈で高まることを指摘し，とりわ
け民主社会へ参画するために様々な情報媒体を分
析することが求められる，市民リテラシー（civic

literacy）を扱う分野で，この課題が扱われている
ことを報告している 65。
また Irvingは，公共図書館の役割にも明示的に
言及している。Irvingによれば，公共図書館の役
割とは，コミュニティにとって使いやすくアクセ
スしやすい知識を作り出していくことであり，公
共図書館やコミュニティの図書館は，そこに参画
する学習者が大学関連の機関が使う言葉とは異な
る言葉を用いて，活発な協同学習を行う場所とな
りうる 66。
このようにクリティカル・セオリーを援用し，特
に Irvingのようにコミュニティという文脈を強調
して情報リテラシーを論じた研究として，コミュニ
ティ・インフォメーション・リテラシー（community

information literacy）を提唱する Partridgeの論
考 67 がある。
また，Hallもクリティカル・セオリーに基づく立
場をとるが，公共図書館の役割を明確に述べている
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点は特記すべきである。Hallはクリティカル・イ
ンフォメーション・リテラシーに関与することは
公共図書館の使命であることを強調する。Irving

と同様，司書が利用者に対して特権的な立場をと
る既存の構造から脱する必要を述べ，公共図書館
のあるべき姿を以下のとおり主張している。

Indeed, in pursuing information liter-

acy, public library should aim to be

information rich einvironment that act

as a forum to discuss tha nature of

information and on nexus for public

praxis68.

ここで “praxis”とは，Freireの用いた行動と反省
を伴う実践を示す概念である 69。Irvingが共同学
習を促進する場として捉えたことと同様に，Hall

もまた公共図書館における情報リテラシーに関わ
る実践では，公共図書館が司書のによる一方向的
な利用者への情報リテラシー教育を展開するので
はなく，利用者自身が知識を構成する環境を整備
することを求めている。なお Hallは Irvingほど
明確に情報リテラシーの対象者を設定しているわ
けではないが，公共図書館は大学生以外にも学習
を提供すべきであるとしており，緩やかに大学に
所属していない市民が想定されている。
以上が主にクリティカル・セオリーとの関係か

ら情報リテラシーの再検討を求める論考である。
情報リテラシーを社会的実践と捉えるもう一つの
見方としては，Lloydによる論考がある 70。Lloyd

は，プラクティス・セオリーを基盤とし，社会構築
主義の立場から情報リテラシーを捉える。Lloyd

は情報リテラシーを実践として捉え，その実践は
情報探索や情報共有等の活動と，情報の検索・評
価・組織等に関わるスキルの集合であるとする 71。
Lloydは，概念はそれが使用されることによって
理解することができるという見解を採っており，
情報リテラシーという概念について簡潔な定義は
与えていない。重要な点は，以下に示すとおり，
Lloydが提唱する情報リテラシーがその実践に関
与する様々な主体によって相互に影響を受ける総
体だということである。

As a socio-cultural practice that[IL]

facilitates knowledge of information

sources within an environment and an

understanding of how these sources and

the activities used to access them is

constructed through discourse. Infor-

mation literacy is constituted through

the connections that exist between peo-

ple, artifacts, texts, and bodily experi-

ences that enable individuals to develop

both subjective and intersubjective po-

sitions. Information literacy is a way

of knowing the many environments that

constitues an individual in the world. It

is a catalyst that informs practice and

is in turn informed by it72.

また，情報リテラシーについて “a complex and

dynamic practice that is driven by context”73と
述べており，Lloydの想定する情報リテラシーは，
あらゆる場面の実践において同じように適用され
るものではないことが分かる。公共図書館との関
係では，生涯学習の提供や市民性の涵養の観点か
ら，公共図書館が情報リテラシーに関与する必要
性については言及しているが，そこでの実践につ
いて具体的にそれが何であるかという点には踏み
込まれていない。ただし，ヘルス・インフォメー
ション・リテラシー（health information literacy）
は，公共セクターが関わる情報リテラシーの事例
のひとつとして挙げられている 74。
なお，Lloydが提唱した情報リテラシー概念に基
づき，より実践に関わる主体の位置づけを強調した
概念として，Whitworthによるラディカル・イン
フォメーション・リテラシー（radical information

literacy）がある 75。

5 考察・今後の見通し
以上に，情報リテラシー概念が公共図書館との
関係からどのように論じられてきたかを概観した。
本節では，情報リテラシーが公共図書館との関係
で論じられる際の情報リテラシー概念の扱われ方
の特徴を 4点述べる。1点目は概念の定義のされ
方についてである。1点目で導入する整理を起点
に，2点目に姉妹概念との関係，3点目に上位概念
との関係，4点目に情報リテラシーを発動すべき
とされている主体について敷衍する。
1点目に，情報リテラシー概念の定義の仕方は
以下の (a)から (d)の 4つのいずれかであった。
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(a) 社会的文脈によってその中身が変化する機能
的リテラシーとする

(b) 関連概念との相対的な関係から定義を与える
(c) リテラシーを発動すべき主体の属性から定義
を与える

(d) 何らかの目指すべき状態を可能にする媒体と
する

まず，情報リテラシーを情報検索に必要なリテ
ラシーとする議論の中では，(a)または (b)の立場
が見られた。(a)の機能的リテラシーとして定義し
ていた論考は，野末，Andersenの論考である。野
末は，情報リテラシーを機能的リテラシーと捉え，
具体的な内容は社会的な文脈によって規定される
としていた。Andersenは情報リテラシーを社会政
治的スキルと述べていたが，その中身は特定の社会
やコミュニティに依存する点で機能的リテラシー
としての性格を有する概念であった。(b) 関連概
念との関係から定義を与えていたのはMcClureの
論考，SmithとMattesonの論考である。
次に，情報リテラシーを情報の発信・拡散に必要

なリテラシーとする議論の中では，情報リテラシー
は (c)それを発動すべき主体の属性，または (b)関
連概念との関係から定義されていた。発動すべき
主体の属性から定義を与えていたのは Koltay の
論考である。Koltayは，情報リテラシーを学術分
野で調査・研究に従事するグループが発動すべき
リテラシーとして定義していた。関連概念との関
係から定義を与えていたのはMackeyと Jacobson

による論考である。
最後に，情報リテラシーを社会的実践とする議

論の中では，(d) 情報リテラシーは目指すべき状
態を可能にする媒体として定義されていた。クリ
ティカル・セオリーに基づく Irving，Partridgeら，
Hallの論考は，情報リテラシーを既存の社会の中で
周縁的な立場に置かれてきた人々やコミュニティ
の声に焦点を当て，その人々やコミュニティを自
身が情報や知識を再構築していくことを可能にす
る営みとして定義していた。プラクティス・セオ
リーに基づく Lloydの論考は，情報リテラシーを，
実践に情報を与えまた実践から情報を得る触媒と
して論じていた。
以上に確認したとおり，情報リテラシー概念は

何らかの実体として説明される場合には，社会的文
脈によってその中身が変化する機能的リテラシー

とされるか，あるいは，目指すべき状態を可能にす
る媒体とされるかのいずれかである。機能的リテ
ラシーの場合も媒体の場合もその中身は社会的文
脈や特定の実践によって規定されるため，情報リ
テラシーという概念の外延は不明確である。また，
リテラシーを発動すべき主体の属性から定義を与
える場合も，市民以外の専門家グループが発動す
べきリテラシーという形で表現されており，情報
リテラシーという概念で参照される事柄が何であ
るかは明確に共有されていない。関連概念との関
係から定義が与えられる場合についても同様であ
る。これについては，2点目，3点目で敷衍する。
なお，以上に挙げた (a)から (d)の定義の仕方
に該当しない論考としては，Wangらの論考があ
る。Wangらは，5つの能力を含む多次元構成体と
して科学的情報リテラシーを定義していた。また，
Macheyと Jacobsonは，情報リテラシーの定義を
他概念との関係から相対的に与えていたものの，
実践における情報リテラシーとして，情報媒体の
種類や伝達様態を理解すること，内容を批判的に
検討すること等，7つの具体的なポイントを明示し
ている 76。Wangらの論考，Macheyと Jacobson

の論考では，情報リテラシーが発動された際にで
きるべきことが一定程度想定されている。しかし，
いずれの論考も情報リテラシー概念の外延を明示
しているわけではない。
2点目に，情報リテラシーとその姉妹概念との関
係は一意には与えられていなかった。姉妹概念と
の関係から定義を与えた論考，姉妹概念との関係
に言及している論考を確認すると，情報に関する
姉妹概念と情報リテラシーを並列に扱う見方と，情
報リテラシーをそれらよりも高次の概念として位
置づける見方の 2つの立場が見られた。姉妹概念
と並列に扱う見方をとっていたのは，野末，Koltay

の論考である。野末は，情報リテラシーを，デジタ
ル・リテラシー，メディア・リテラシーと力点の異
なる類縁概念であるとしていた。Koltayは，情報
リテラシーとデジタル・リテラシーを，それぞれ目
的の異なる利用者が発動すべきリテラシーとして
併置していた。なお，Koltayがメディア・リテラ
シーとの関係から情報リテラシーを扱った論考で
は，デジタル・リテラシーはメディア・リテラシー
や情報リテラシーよりも様々な要素を含む多面的
な性格を有する概念として，メディア・リテラシー
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と情報リテラシーが同じ階層に位置づけられてい
た 77。野末がデジタル・リテラシー，メディア・リ
テラシーを情報リテラシーを並列で扱っているの
に対し，Koltayはデジタル・リテラシーを複合的
な概念であるとし，情報リテラシーとは異なる位置
づけにある概念として扱っていた。次に，情報に関
わる姉妹概念よりも情報リテラシーを高次の概念
として位置づける見方をとっていたのは，Mackey

と Jacobsonの論考である。Mackeyと Jacobson

は，メディア・リテラシー，デジタル・リテラシー，
ビジュアル・リテラシー，コンピュータ・リテラ
シー，サイバー・リテラシー，インフォメーショ
ン・フルーエンシーという姉妹概念に共通する，批
判的に評価し活用する側面に着目し，情報リテラ
シーをそれら個別のスキルを包括する概念として
導入していた。このほか，McClureは，情報リテ
ラシーを，伝統的なリテラシー，コンピュータ・
リテラシー，メディア・リテラシー，ネットワー
ク・リテラシーの重なる部分に位置する概念とし
て図示していたが，情報リテラシーとこれら姉妹
概念との関係は明示されていなかった。以上のよ
うに，列挙される姉妹概念に重複は見られるもの
の，それらとの関係で情報リテラシーをいかに位
置づけるかは，論者により大きく異なっていた。
3点目に，情報リテラシーの上位概念としては，

思考に関するリテラシーが挙げられていた。An-

dersenは，社会文脈も踏まえて情報を読み解くク
リティカル・リテラシーの文脈に情報リテラシー
を位置づけており，リーディング・スキルやライ
ティング・スキルと関わりを有する概念として扱っ
ていた。Smithと Mattesonは，テキストを読む
ことに関わるジェネラル・リテラシーの一つとし
て情報リテラシーを捉え，それは読解，問題解決
能力，ニューメラシーを基盤に発動されるもので
あると定義していた。また，Wangは科学リテラ
シーの派生概念として科学的情報リテラシーを捉
えているが，そこで科学リテラシーは，科学に関
する情報を批判的に読んだり検討したりする側面
を含む概念として与えられていた。公共図書館と
の関係で論じられる情報リテラシーの上位概念と
しては，広く考えることに関するリテラシーが想
定されている。
なお，他概念との関係から情報リテラシー概念

を検討する論考は，上位・姉妹概念との関係から情

報リテラシーを特徴づけており，情報リテラシー
の定義に下位概念は用いられていなかった。下位
概念として挙げられていたのは，野末が実践との関
連から言及していたフィナンシャル・リテラシー，
ヘルス・リテラシー，リーガル・リテラシー，Lloyd
が挙げていたヘルス・インフォメーション・リテラ
シーである。これらは主に情報リテラシーの実践
の展開の中で言及されており，情報やリテラシー
それ自体の定義には使用されていなかった。
4点目に，情報リテラシーを発動すべき主体は
論考によって異なっていた。1点目で確認したと
おり，主体の属性から情報リテラシーを定義した
論考はKoltayのみであったが，それ以外の論考も
含め情報リテラシーを発動すべき主体の属性がど
のように論じられていたかを確認しておく。
情報リテラシーを情報検索に必要なリテラシー
とする議論の中では，情報リテラシーを発動すべき
主体として，情報検索を行う全ての個人が想定され
ていた。McClure，Andersenは，情報探索を専門に
行う職業に従事していない個人にとっても，情報検
索を行うスキルが重要となっている情報環境を検
討の出発点としている。野末，SmithとMatteson

の論考では，情報リテラシーを発動するべき主体
が明示されているわけではないが，情報探索の場
面を特定の専門職が従事する仕事に限定して論じ
ているわけではないことから，情報検索を行う全
ての個人が想定されていると判断できる。
次に，市民が情報の発信・拡散を担うようになっ
た情報環境を起点に，情報の発信・拡散に関わる
リテラシーとして情報リテラシーを捉える議論の
中では，情報リテラシーの担い手を学術分野で情
報を検索ししようする専門家とする場合と，緩や
かに専門家以外の市民とする場合が見られた。前
者は Koltayの立場である。Koltayは，情報リテ
ラシーは学習・調査・研究棟学術分野で情報を検
索し使用する専門家が発動すべきリテラシーとし
て，アマチュアが発動すべきデジタル・リテラシー
との対比から情報リテラシーを定義していた。後
者の立場はWang らによるものである。Machey

と Jacobsonの論考は研究者や学生が学術場面で
情報検索や発信を行う場面が主に想定されている
が，市民としての情報発信にも言及しており，専
門家と市民の双方が想定されているといえる。
最後に情報リテラシーを社会的実践として捉え
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る立場では，情報リテラシーが存在する実践に関
わる主体の存在が強調される。ただし，その属性
は明確に規定されてはいない。クリティカル・セ
オリーを援用する立場では，情報リテラシーに関
与する主体として，周縁化された人々，コミュニ
ティが強調されるが，情報リテラシーを発動すべ
き主体ではなく，情報リテラシーという営みに関
与すべきアクターという位置づけであった。
本稿では公共図書館が関与すべき情報リテラシー

について，既存の研究での扱われ方を概観するこ
とにとどまった。本稿の整理に基づき，今後公共
図書館における情報リテラシーをいかに捉えるべ
きかという点の考察は今後の課題としたい。
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Public libraries, as lifelong learning institutions in line with their mission, have a role to play

in ensuring citizens for their information literacy. The concept of information literacy has been

debated in the field of library and information science, but information literacy in public libraries

has received little attention in previous studies defining or reframing the concept of information

literacy. Such studies have focused on academic and school libraries as the primary places where

information literacy is cultivated. It is still not known how the debates developed around the concept

of information literacy in which public libraries should be involved. This study reviews previous

studies that examined the concept of information literacy in relation to public libraries. The review

identified perspectives on information literacy, backgrounds in which information literacy has been

discussed, attributes of people that public libraries should be involved in their information literacy,

and related concepts.
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气布㳔肪㕈潒篑ㅰ煝疴 睗 48 ⺴ 2023 䌑䍲 
 

研究ノート 

⽣涯学習研究における⽂化と余暇の再検討 
―アマチュアによる表現活動の分析に向けて― 

叉訪סכ׆˔ 
˔匯☒㝕㳔㝕㳔ꯖ侷芌㳔煝疴璇 

勓畇׾׻מٖؓزُؓ ,ע銨槁嵛ⳛס⮔卥יׄ⻔מ, 倀ⵊכ✍冲ס煝疴؅俠槏ךֹֻג׊, ⮔卥גס
ր䧯׾׻מث٤٭٘ةעיַחמ倀ⵊ ,עךն勓畇׾ֵךס׵׾׌脝㷋יַחמײ槏韢溷卽篁םג偆ס״
☭侷芌כ倀ⵊס溪㺤ց韢؅, ✍冲׾׻מت٤لطتעיַחמր٭ٔةٝتؓٛبց韢מ撋掾؅䓜יי
槏韢ס俠槏؅鉿ַ, ╋韢׼־獏ぃ׾׿׈槏韢溷卽篁יַחמײ脝㷋؅鉿גזնעث٤٭٘ة潸◦✑氠מ
韢╋ ,׊䷂؅䭰כ׆׾ַי鼎؅翝ַ╭מ蔦䉁䓺䧯׾׻מ潸◦✑氠עت٤لطت ,䓺䧯ס倀ⵊםⳛ溷׾׻
מٖؓزُؓג؅氠ַ׿׆ ,גױնג׊؅䳀獏ײ槏韢溷卽篁ג׎׈⻉鄋מ潸◦✑氠؅䱸⻉掾׾׌ꄼ䍏מ
ס冲✍כ倀ⵊַם׿؂׼כמ卽ס債㲽 ,׍׼ױלכמ㵅䡢⮔卥׾ם؆ג ,יַחמ卥⮔ס銨槁嵛ⳛ׾׻
韢؅幾מכ׆׾״鬚桬׾׌⺪茣䙎؅獏ג׊ն 

 銨槁嵛ⳛ׾׻מٖؓز✍冲倀ⵊُؓغ٭٠٭؞

⽬ 次 

1 はじめに 

2 ⽂化 

2.1 倀ⵊ煝疴ס鞏꾴㵅鴫؅佻ֻ׾槏韢ס⩩鳉 
 溪㺤ց韢ס倀ⵊכր䧯☭侷芌ث٤٭٘ة 2.2
2.3 焒镊כ阋靣潸◦✑氠׾׻מⳛ溷ם倀ⵊס

䓺䧯 

3 余暇 

3.1 ✍冲煝疴ס鞏꾴րⲨ⦍✍冲ցס⩴劚 
 ց韢٭ٔةٝتؓٛبրت٤لطت 3.2
ٛٔ؞٭ٔةٝ 3.3 ؓ潸◦✑氠׾׻מ蔦䉁䓺

䧯 

4 考察 

✑◦䱸⻉掾潸סت٤لطتכث٤٭٘ة 4.1
氠 

 יׄ⻔מ卥⮔ס銨槁嵛ⳛסٖؓزُؓ 4.2

5 おわりに 

1 はじめに 

勓畇ס潨溷ע, 㝕☭ֿ؅ؙٝف肪ֹր㝕☭ٝف
ؙցס⮔卥ס⯼嫘갧י׊כ, 倀ⵊכ✍冲ס煝疴؅
俠槏ךֹֻג׊, ⮔卥ס״גס偆םג槏韢溷卽篁
☭ր㝕 ,עն勓畇׾ֵךכ׆׾׌脝㷋יַחמײ
מٖؓز䌮ׂُؓ ,׵חח׀翝מց؅䗻꾁ؙٝف
מ؅镄ꓩכ׆׾׿׈־嵛מ卥⮔ס銨槁嵛ⳛ׾׻
㕂瞉׾ֵךס׵ג׿׈նמٖؓزُؓ ,ףֻכג
י䔢皑מ卥⮔סלם嵛ⳛ, ⟽⺝, ꯹蛮غ٤ف׾׻
 ն׾׿׈劻䔵ֿכ׆׾׿׼

ꁿ䌑, ր㝕☭ؙٝفցס괚锡ֿ둚׾ַיזױն
儯⾔꼞嚝㝕㳔ؙٝف煝疴䨾ֿ㵅偡ג׊ր傽勓فס
ؙٝ侷芌מꫀ׾׌⪢㎼鞪吉ց2011 ,ף׿׻מ 䌑־
׼ 2021 䌑סךױ 10 䌑ꪨך ؙٝفס┪♧♣ 50
侷㵍㐂禶脢ע类籽溷מ㙟Ⲏֿؙٝف ,1׽ֽי׊
כ׆׾ַי״宜؅둚☭י׊כ◜肪ַס┪♧♣ 50
⩰ס٤تشٝס傽չעמؙٝفն׾ֵך־׼僻ע
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؅⚶溪銨סؙٝف跥气㵅ֿ✀ ,ֿ׾ֵֿ⚶溪銨מ
“㝌׽׻؅✄䠊׾׀ך鍮翝” 2כꃍמֹ׻׾ַי׬, 
銨槁ס㖪ֵֿؙٝفֿכ׆׾☭宜ס┫佻ֻםכ
溪銨 ,׍׼ꮹמؙٝف؀ֹնד׾ַֻכ׾ַיז
ؓ׾ם؆גֿ⚶溪銨 ,ֿ׾ַי׎؅锶׽䌮ֿע⚶
ゼ꾴ג׀י׿׈鼓镄י׊כ銨槁嵛ⳛסٖؓزُ
䟨餟؅盚糿מ, 溪銨⚶倀ⵊ؅嗱阧׾׌煝疴ֿ鉿؂
 3ն׾ַי׿

☭ր㝕 ,׼־⻔獗⚶溷٬㳔銉溷ⳛםֹ׻ס┪♧
銨槁嵛׾׻מٖؓزُؓ׾׌כ״׋עց؅ؙٝف
ⳛס⮔卥ס׫陻寛ֿ둚ֹ׻ַֻכ׾ַיזױնא
 ,י׊כײ槏韢溷卽篁ס債㲽ס״ג卥؅鉿ֹ⮔ס
獗⚶侷芌٬气布㳔肪꽝㔔יַֽמ╭锡מס׵ם, 
倀ⵊ韢כ✍冲韢ֵֿ؀ֹד׾ն 

倀ⵊַםס؀׆לֻ׼כע䬂骭䍲ס둚ַ阋訪
כגז阋כ倀ⵊ嵛ⳛցסٖؓزրُؓ ,ֿ׾ֵך
ֵך٬銨槁, ꤥ魼嵛ⳛ✑ⱁ ,עס׾׿׈䞯鱍מ׀
؀ֹնⱁ✑٬銨槁嵛ⳛٜذةظ ,עיַחמⵊֿ
ꅼײ, 鞋ֿ׵ⱁ✑٬銨槁嵛ⳛֿזםמֹ׻׾׀ך
AI ,ך偙┞ג 꼞׷⦍氺ס둚寊徙ך焝免ꪨיז׻מ
嚝ֿ气䧯גזםמֹ׻׾׀ךնطلؔطؙؕٛؠ
ֿؔ☭ꪨגזםׂםעךס׵סׄד♀, ☭ꪨֿ免
ꪨיׄ־؅ⱁ✑٬銨槁嵛ⳛ؅鉿ֹ䟨誠؅ゼַֽם
׊ꫀמꤥ魼嵛ⳛ ,גױն׾ַי׿׼״寛ֿכ׆׌
ꮳ, Netflix♧ػٞؤ ,ףַֻי ׷ⳛ氺ꤥ魼סלם
꼞嚝ꤥ魼׾׿׈銨♣מّ٭هغ٭ؤٝءٞػؓ
նⱢ㖪倀ג׊ꤥ魼嵛ⳛֿ䌮ׂ册⹳סך㐂㴎 ,לם
ⵊتهֿؕٚتؗـًٚ؛ٜٕؕٞ ,׵יַֽמ
劔⪳疾ꪨ؅כ脢♑ ,לם׾׌؅ꪛ㢼ء٤ِ٭ٛع
ס׆նג׿׈偙ֿ牞皑׽ֵס薊⺫蛮銉ꤥ魼ַם׊
瑭疾׼־疾ꪨ⪫ ,׫ٜذةظ׼־ءٞػؓםֹ׻
ꪨַֹכ׫愲嵣ע, 倀ⵊ؅ꄼג׋⪪⪴䙎מ־؅ַ
ゼמ䧰չיַחמ־׾׀ךֿכ׆׌⮂ײ气י׊
סיַחמ倀ⵊמֹ׻׾׌䔿ꃍ ,ֿ׾ַיׄ־ַ
槏韢מ׿אע瞩ֻל׮׾׿׼ⶥ⮔מ幾י׿׼״
 նַםַ

✍冲עיַחמ, 䔿ꃍ׽ֽכ׾׌, Ⲩ⦍ס㸐嚣
䗻י׊כ霼餟ג׀י׿׈նֽם, 勓畇עךⲨ⦍؅
魍Ⲩ⦍מꮹ㴻׊, 魍ꓭֿ溪气ַם׊㵵◜Ⲩ⦍לם
ח׊㜟ⵊֿ׊׉םױס׫⦐ն♀傽, Ⲩַם״⻻ע
ն2019׾ֵח 䌑䍲曫ր偆⪜獗〉ւ⦍ׂסכ׆䟨
餟փ鞪吉ցיַֽמ, ր♐◜ֽעꓭ؅畀ס״ג׃
䩘嫘יזֵך긖溮ַַםעךס׵ցמ芆㴻溷ם㎇

瞩ג׊؅脢ֿ 42.32014 ,כ 䌑䍲כ嬟鼛י׊ 9.6
 ,׵יׂםׂ׻ֿ⪛⹺׽ױրֵ ,׊㙟Ⲏع٤َؕ
㎇瞩؅ם芆㴻溷מցַג׊ֿ◜♐׾ֵס氯們׽׷
2014 ,ע脢ג׊ 䌑䍲׽׻ 14.9 ג׊庿㸴ع٤َؕ
48.04גזֵךնⲨ⦍ע气؅ַֿ׀䕑׵ס״ג׾
יזםׂם־׊ך䩘嫘׾י气阛؅皑 ,ׂםעךס
כ㜟ⵊס׊׉םױס׫⦐Ⲩםֹ׻ס׆ն׾ַי׀
ةնրٝ׾ַי׊㜟ⵊ׵׊׉םױס׫冲✍ ,מ׵כ
溮剹٭ٔ 2023ցꅋ㖥曫ף׿׻מ, ր♐◜׵׽׻✍
冲מ╚ס气؅ַֿ׀寛׾״ցס㎇瞩椙ֿ 2020 䌑
♧ꮳ㙟Ⲏ5׾ַי׊նⲨ⦍מ气؅ַֿ׀锶ַם׎ד
冲✍ ,יַֽמ气☭ס䧰չ׾׀气מ傽♀גזםׂ
יזםׂםעך嵛ⳛםր冲ցגזր✍ց׷ע׵ע
 ն׾ַי׀
䉌ׂ׽⺅冲؅✍כ倀ⵊםֹ׻ג׬ꃍךױ׿׆ 
獗⚶ס㜟ⵊ׽׻מ, 倀ⵊכ✍冲ס債㲽ס槏韢א؅
傽溷倀茷♀׊ֽם׊嗱阧 ,ׂםעךס䪒ֹױױס
؀ֹնד׾䖩锡ֵַֿׂי׎׈溪㺤ך类ַ׀䑛מ
勓畇׾׻מٖؓزُؓ ,עך銨槁嵛ⳛס⮔卥ס⯼
嫘갧י׊כ, 倀ⵊכ✍冲מꫀ׾׌峜潨׀׬׌煝疴
䳀סײ槏韢溷卽篁םג偆 ,ךֹֻג׊٭ٖل؅ٝ
獏؅雧׾ײնע׿א⻎免׾׻מٖؓزُؓ ,מ銨
槁嵛ⳛמ؆ג؅ր✍冲ց׷ր倀ⵊցכ锺㴻א ,׊
־סַ׻יזױ׊י׊䟨聋؅䰌骭ג卽؅鱳ֻס
冲٬✍ם傽溷♀ ,׽םמכ׆׾瞩ֻמゼַַֹכ
倀ⵊ煝疴׽ֵס偙מ獏ぃ؀ֹד׌׼ג׵؅ն 
 勓畇ס圸䧯ע姌׾ֵך׽ֽכסն׍ױ倀ⵊחמ
ֹג׊牞霼יַחמ鞏꾴׾倀ⵊ煝疴ֿ䫱ֻ ,יַ
٥ظי׊כ槏韢׾ֹֻ┰獏ぃ؅מ鞏꾴סא ,ךֻ
ס倀ⵊכր䧯☭侷芌׾׻מث٤٭٘ة .٬Jغشؔ
溪㺤ց韢؅嗱阧׾׌ն姌מ, ✍冲׵יַחמ✍冲
煝疴ֿ䫱ֻ׾鞏꾴؅牞霼؅׿א ,׊⩴劚׾ֹ׊槏
韢٬ع٭فٞי׊כA. ׾׻מت٤لطتրٛب
٤٭٘ة ,מն劄䔿׾׌ց韢؅嗱阧٭ٔةٝتؓ
槏韢םג偆׾ׂי锶ֻ׼־韢סت٤لطتכث
溷卽篁יַחמײ脝㷋׾׌ն 

2 ⽂化 
2.1 ⽂化研究の課題：実践を⽀える理論の充

⾜ 

倀ⵊ煝疴ס鞏꾴י׊כחכץס, 㵅鴫؅佻ֻ׾
槏韢ֿ┮鳉ֿכ׆׾ַי׊䮕ׅ؀ֹד׾׿׼ն 
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䨏䔿, 䉖宐׾׻מ倀ⵊ嵛ⳛס㵅鴫ע骅מ־㺤ꪛ
ն1950ג׀י׿׈ 䌑♣עמ, Ⲩ꼞ׇֻגֹ׷ꆻⳛ
ם舓㖪٬ꀸ匆٬㐌㔔٬㳔吾 ,מֹ׻׾׿׈銨♣מ
מ倀ⵊ嵛ⳛֿ嵛溪ג׊כ؅㕈潒ٜؠ٭ئסךל
鉿ג׿؂նס׆倀ⵊ嵛ⳛֿח׵䙎呬י׊כ, 蠗ꓩ
态▆ע “倀ⵊ嵛ⳛ؅ꄼי׊, ☭ꪨ䙎؅㎇䕮׊♼ꪨ
״ꃯ寛ֿס⦍ꪨ☭ַ׊偆 ,ַׂי׀气י׊ꅙ䊝כ
宐鉴蔦麃ֿ銨槁٬ⱁꅎ嵛“ ,ככ׆6 ”גַי׿׈׉
ⳛי׊כ✄╭ס⛺翝؅׿א ,׿׼ׄט㏸⺫׾׌כ
㎼宐倀ⵊסⱁꅎֿ؅כ׆7 ”גַי׿׈׉״䭰䷂
ն1970׾׌ 䌑♣, ٝ٭ٔة氙噺ס갖潂יז׻מ✍
冲气嵛ֿ⠥☭巆魀溷כ׫ס׵ם㜟ⵊ؅כ׆ג׊
芻再מ, 舓㖪؅䬹掾ג׊כ倀ⵊٜؠ٭ئ嵛ⳛע⢶
怪ַֿׂי׊, 沷㜽ג׿׈☭ꪨ䙎؅㟃ꉛכֹ׻׊
䉖宐׊־׊8նגזַי׊溪㺤ע㐌㔔倀ⵊꆻⳛ׾׌
┞׾׿׈倀ⵊ嵛ⳛֿ㺤ꪛַם׼׻מ巆魀׾׻מ
偙ך, 㝕鉴巆魀獗⚶ך־םס, 倀ⵊֿ巆魀ס㸐骭
 նגזַיזױ䒣ֿ⻔⥰׾׿䪒؂י׊כ

ֽמ⚶獗כ☭⠥יַט㕈מ獗⚶溷㵅䝠ס┪♧
ג偙⻔䙎؅ゼֹ倀ⵊ韢؅鞃ַכ䟨誠ס倀ⵊ׾ׄ
韢脢י׊כ, 䒟冝䚽ֿꃍמֹ׻׾ַי׬, ✀跥┞
㲳כⵌ氭腁□ֿ䮕ׅ9׾׿׼ն✀跥ע㝕鉴巆魀㒘倀
ⵊס䬺ֿס׫׽ゼ꾴䟨餟׼־, 㐌㔔׾ֽׄמ긊ㅰ
⯈溷ם倀ⵊ嵛ⳛמ潨؅⻔ׄ, ր倀ⵊⶾ⻎ց׷ր倀
ⵊ溷埫⯈ցיַחמ气嵛ٝסٜي镄掾׼־鞃ַגն
杅מր倀ⵊⶾ⻎ցעיַחמ, 蠗ס呧㐌㔔倀ⵊꆻ
ⳛס㵅鴫מ濪潨׊, 㺤ꪛג׊槏韢י׊כ峜潨מ⡑
ր宐鉴י׊כ㸐䫎倀ⵊס׫㝕鉴倀ⵊעնⵌ氭׾׌
倀ⵊց؅鞃׀, 蔦䉁כրւ⪴փ疾ꪨցס䓺䧯ס镄掾
㵅׵նⵌ氭ג׋韢יַחמ獗⚶溷塌茣ס倀ⵊ׼־
鴫מ濪潨י׊韢؅幾ףֻכג ,׽ֽי״, 㩒☭ג
חꪨ䙎؅☭ ,׼־㵅鴫ג׊䧯✑簬勓؅ס曫氺ֿה
ꓨ锡䙎؅ס倀ⵊ嵛ⳛסי׊כס׵׾㴕׊ד׽ׂ
鞃ַ10׾ַיն 

✀跥׷ⵌ氭׾׻מ倀ⵊ韢ע, 㵅鴫׼־槏韢؅㺤
ꪛסא ,׊槏韢׾׻מ倀ⵊ嵛ⳛס׫䟨誠׵؅ׄט
ն♀傽, 䉖ֹ׻׀ך❿雄כס׵ג㵅鴫؅佻ֻיז
宐׾׻מ倀ⵊ嵛ⳛֿ嵛溪מ㺤ꪛ׾׿׈┞偙ך, ✀
跥׷ⵌ氭ס韢؅׿א ,מֹ׻ס佻ֻ嵛䙎ⵊג׾׌
槁ֿסַם׿׼ײמ⮔ⶥֿ׽ױ幾ם槏韢溷ס״
枱׾ֵךնס׆鞏꾴מ獏ぃ׾ֹֻ┰؅韢脢י׊כ, 
偆跥嶙⛞ע倀ⵊ嵛ⳛס䟨聋؅韢׾׋䧯☭侷芌煝
疴脢؅ث٤٭٘ةס箩節11ג׊ն姌硼יַֽמ, 

ل溪㺤ց韢؅ٝס倀ⵊכր䧯☭侷芌סث٤٭٘ة
 ն׾׌٭ٖ

2.2 ジョーンズ「成⼈教育と⽂化の発展」論 

偆跥ֿꃍסث٤٭٘ة ,מֹ׻׾׬韢ס呧䌙מ
 ,׽ゼֵַַֹֿכց־ס׾׌ր鞋ֿ倀ⵊ؅㴻聋ע
ֿ☭┞☭┞⹧Ⲏ脢ע㵅鴫ס䧯☭侷芌יזֿג׊
倀ⵊ؅㴻聋׾׌ㅰי׊כײ⛺翝12׾ַי׿׼ׄטն
ׂםעךס׵ם倀ⵊ؅ˑ귿溷עث٤٭٘ة ,גױ
ⳛ溷؅ّثِػؕرסא ,׽ֵךס׵ם緒ꅼ׾׌
气ײסמ⻉㖪ג׀ךֿכ׆׾ׄח٤؅锶ة٤ؙ
׻ס׆ն׾ַי䯚ֻכ13 ”ס׵׾׀ךֿכ׆׾媘׀
⺮婹ךױ׿׆ ,עث٤٭٘ةח皑מ倀ⵊ镸םֹ
溷٬獗⚶溷מ锺㴻ג׀י׿׈倀ⵊ׷蛮銉؅ゼַם
כ偙ꄫַׂי׎׈溪㺤מ倀ⵊ؅ⳛ溷ם㝂坎 ,׊ֽ
 ն׾ַי׊䔢ⰺ؅俠槏ס䧯☭侷芌סי׊

䧯ס״ג׾׎׈倀ⵊ؅溪㺤 ,׍ױעث٤٭٘ة
☭侷芌ס䔢ⰺ؅⮔卥מ״ג׾׌蛮銉סכꫀ׽؂
չ☭ ,עث٤٭٘ةն׾ַי׊俠槏יַחמג־
؅ꤥ魼脢, ⱁ✑脢, ⹧Ⲏ脢ג־׽ꫀ؂ס׫蛮銉ס
ס 3 ׾ֽׄמ蛮銉עכնꤥ魼脢ג׊⮔ⶓמח
audience ⱁꅎ׍ゼ؂ُؓٞوעⱁ✑脢 ,׽ֵך
溷ם蛮銉㵵׽ֵך, ⹧Ⲏ脢עכ蛮銉יַֽמ䭰䳼
 14ն׾ֵךכ׆ס㵅悍脢׷脢׾כ؅

倀ⵊ蛮סא ,׵יַֽמג־׽ꫀ؂סלי׊א
銉꽝㔔יז׻מ沌סח 4 ,ֿ׾ם溪ꇖ꽝㔔ֵֿ׾
溪ꇖ ΐס׈ꚣסΏ焒镊 ,ה؂ם׌ע׿אնג׊כ
銨槁ס㪽✄؅䪒ֹ茣ⲇס溪ꇖ Αⱁꅎ溷تجٞو
؂׀ײ勓鮐؅ס溪ꇖ Β蛮銉嵛ⳛס茣ⲇ׾ꫀ؂מ
ն׾ֵך溪ꇖס䟨餟ס׫潸㸐䙎ס⡑❿ ,כ茣ⲇ׾״
עךס׵׾םכ潨埉ס㳔肪 ,ע溪ꇖ꽝㔔ס׼׿׆
溪ꇖ؅槏闋ס׼׿׆עמ颉䊘ס䧯☭侷芌 ,ַֿם
 ն׾׿׼״寛ֿכ׆׾׌㳔肪脢؅佻䴈ךֹֻג׊

Ώ焒镊סꚣס׈溪ꇖ٬ثّ٭ؘة ,עיַחמ
J. יז׻מ٤خه؟ꪛ溪٬ؙِٜٖئ ,׿׈H. 
طتب焒镊סח6ג׿׈鞃僻יז׻מ٭ٛع٭ف
镄镊, 舌镊, 誠镊ˋㆉ镊, 闑镊, 㕈狸ה؂ם׌ ,ّ
㴻⛺, 䚔䊬䙎מ㕈יַט俠槏׾ַי׿׈նס׆ 6
⺇䠊ס׫阋靣סי׊כ✄㪽סⲎֻ, 蛮銉銨槁מח
䙎؅둚סכ׆׾״䟨聋؅獏סא ,׊偙岺؅⹧Ⲏ脢
ס٭ذ٭ٖزס䧯☭侷芌ֿכ׆׾脝ֻמ糿┞כ
䔢ⰺ׾ַי׊כדնΐ銨槁ס㪽✄؅䪒ֹ茣ⲇס溪
ꇖיַחמ, 䧯☭侷芌ס颉䊘ע㳔肪脢؅潸◦✑氠
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溷ם㳔肪כ׫靕ֹ䖩锡ֵֿ׾ַי׊כ׾ն銨槁ס
㪽✄؅䪒ֹ茣ⲇס潸◦✑氠溷ם㳔肪ַֹלעכ
⹧Ⲏ脢┞☭┞☭ֿ, 蔦⮔ֿꈷ ,כַֹכ־כ׆ֹ
־׽ֵס׽ם⮔蔦ס潸◦✑氠סכ✄銨槁㪽ד؆
وնΑⱁꅎ溷׾ֵךכ׆׾׌כֹ׆ַי؅犵ַג
وⱁꅎ溷 ,עיַחמ溪ꇖס茣ⲇ׾ꫀ؂מتجٞ
㳔肪ע☭㝕 ,ֿ׾ֵךס׵׀ח㴗ֿ┮עמتجٞ
؆ꁎה؅䭥ؔطؔط٤ظؕؓ ,⛺㐌׷ꓩ䖥מ㖪ס
׌׷׀חצ篙מ䚷׷㴗ֿ㝤侵┮ךכ׆ֹױ׊ך
䠊䝠ֿס㴗┮י׊㸐מն㳔肪脢׾׌䷂؅䭰כ׆ַ
颉 ,ֿכ׆׾ֻ⚻؅כ׆ַֹכדסַ׻׵יזֵ
䊘מ寛׾׿׼״նΒ蛮銉嵛ⳛס勓鮐׾״؂׀ײ؅
茣ⲇכ, ❿⡑ס潸㸐䙎ס׫䟨餟ס溪ꇖעיַחמ, 
⹧Ⲏ脢מ脝ֻ׀׬׾⫐㵼׷כ׆ַםֻ⚻؅❿⡑
؅㳔肪脢מ䬁ֿכ׆ַםׄ♕׊寛׾׿׼״նֵ ׾
✑⿣ֿ蛮銉סי׊כ㐌⛺؅棨䕑ע׿א ,כ׆׾׌
獗⚶溷欎㘶ך־םס倀ⵊ溷מ锺㴻ג׿׈❿⡑✄
笠ך־םס, 獗⚶溷ךتجٞوם❿⡑׾׿׼ׄט
ס׾י皑ה⡑؅䩤❿ס勓匡, ✑⿣ ,ֿ׾ֵךכ׆
䖩锡׾׌؅汦䟨כ׆ַם׵ך鞋ס脢♧㜽✑⯜ע
 15ն׾ֵֿ

׾ֽׄמ蛮銉⮔ꓩ ,ע槏韢ס┪♧סث٤٭٘ة
䧯☭侷芌סّٚءٞو㵅鴫脢؅䞯㴻י׊剹׿־
׊俠槏מ؅窢絙ג־׽ꫀ؂ס׫蛮銉 ,ֿדס׵ג
׾׻מ䋀䌮ׂ䉖宐ע׿א ,׀ך❿雄יַֽמ掾ג
倀ⵊ嵛ⳛ׵מ䴈氠؀ֹד׾׀ךն٭٘ة ,׊־׊
锶ע煝疴ג氠ַמ溪ꇖ꽝㔔؅槏韢溷סח4סث٤
䓜סث٤٭٘ة ,׍׼ג韢؅幾עכ׆׾״♀䔿ס
鞏꾴י׊כ媘׾ַי׿׈ն 

2.3 知覚と⾔語：相互作⽤による動的な⽂化
の形成 

⯼硼סث٤٭٘ةיַֽמ韢؅嚣镸א ,ֿג׊
濪ס׫阋靣כ焒镊 ,י׊כס׵׾ׄט韢؅杅䖇ס
潨ֵֿ؀ֹד׾ն 

焒镊ס٭ٛع٭ف׷٤خه؟ ,עיַחמ䔔꼸
؅㝕ַ٤ֿخه؟“ ,׽ֽיׄ⺇מꃍמֹ׻׾׬
槁㵅┾汔ך瑭עהג, 㝂ׂס㵅닫מֹ׻ס㸐骭؅
귿婝עי׊כס׵ג׊锶׍׼ֽעי, ㎷㴻ג׿׈
镸掾׼־锶כ16 ”׾ֵךסַםַ׵י䭰䷂ֹג׊
ր劔塌ע焒镊“ ,׊㴻聋؅䑛氠ס٭ٛع٭ف ,ךֻ
誰׾׌㸐מ免溷潸◦✑氠ⷫסכ欎㘶ס㎪⽟כ✄
璻ցכ17 ”׾ֵךꃍ׾ַי׬նث٤٭٘ة ,׽ױח

׀כ׾׌霼餟׼־镸掾ם㸐骭؅潸㸐溷םⳛ溷 ,ע
ն焒镊׾ַי焒镊؅䯚ֻי׊כ免溷潸◦✑氠ⷫס
锺㴻יז׻מ倀ⵊמ免⻎ע׿א ,ֿ׾׿׈㳔肪ע
ז׻מ䧯☭侷芌 ,׊־׊ն׾׌؅䟨誠כ׆׾׿׈
倀ⵊ溷尴㴻锡ס焒镊“ע䟨餟ס焒镊ג׿׼״둚י
㎋؅鱩鱳׽׻מ׿א ,׊㝕☭ס㳔肪脢ע, 坎չם
倀ⵊ溷欎㘶ך־םס气؅ס׵ג׿׈⮂ײ嚝״׊
ة׾׌⻔倀ⵊ؅䗄םնⳛ溷ַֹכ18 ”׾םמֹ׻׾
׾倀ⵊ؅锶ך־םס潸◦✑氠םⳛ溷 ,עث٤٭٘
׾ַי׊⮂茣䙎؅锶⺪מ焒镊 ,י׊כ闑㪽ס״ג
 ؀ֹնדס

阋靣עיַחמ, ⯼ꃍ׽ֽכס焒镊כ⻎坎מ蛮
銉銨槁יַֽמ䠊⺇䙎؅둚י׊כס׵׀׬׾״
䯚ֻ׾ַי׿׼նס٭ٞة٬ْؠشٔة ,גױ㜟
㵼溷㳔肪韢יַחמ䑛氠ךֹֻג׊, 䧯☭侷芌ס
י鞃ַ׵ꓨ锡䙎ס٤٘ب٭آؼِٖؤסך־ם
 ,יַֽמو٭ٜءס☭ն倀ⵊ嵛ⳛ؅鉿ֹ㝕׾ַ
䯚ֻ偙ס倀ⵊסאי׋٤؅ꄼ٘ب٭آؼِٖؤ
ַחמכ׆ַׂי׊ֽם蔦✄ֿゼַو٭ٜء؅
 ,׽גⲎֻׄ♕؅־ג׊槏闋ֹל倀ⵊ؅סא“ ,י
׆ַי״⡑✄笠؅䌮❿׾ַי׊倀ⵊֿ䱰氠סא
י׊⹧Ⲏמ溪㺤ס倀ⵊע׼׿־ ,ף׼ם׾׌כֹ
 ,יזֿג׊ն׾ַי׊כ19 ”؀ֹד׾ַֻכ ,׾ַ
ⳛ溷ם倀ⵊס溪㺤מ㶐┰׾׌潸◦✑氠ؤי׊כ
٤٘ب٭آؼِٖؤי׊א ,٤؅٘ب٭آؼِٖ
ַֻכ׾ַיꓨ锡䙎؅锶ס阋靣סי׊כ✄㪽ס
 նֹ׻

♧┪ꃍמֹ׻ג׀י׬, ⳛ溷ם倀ⵊ؅䓺䧯׾׌
٘ب٭آؼِٖؤכ焒镊 ,י׊כ潸◦✑氠ס״ג
׻מث٤٭٘ةն׾׿⺅י锶ֿכ׆ג׊濪潨מ٤
׾ ⠥☭溷כ׾׌锶┞ ,ע槏韢ס溪ꇖ꽝㔔סח 4
׆ע㵅갾 ,ֿדס׵ַםנ־׿׼䯚ֻכ溪ꇖ韢ם
ג׿׈ה鎁䩤מ潸◦✑氠ס阋靣כ焒镊םֹ׻ס
倀ⵊ䓺䧯韢כ׾ֵך䯚ֻ׾׿׼նסث٤٭٘ة韢
㵅鴫溷٬ ,׊嵛氠׫銨槁嵛ⳛ׾׻מٖؓز؅ُؓ
槏韢溷מ幾ה؂ם׌ ,עכ׆ַׂי״✀跥׷ⵌ氭
ע׿אי׊א ,׽ֵךכ׆׾ׅ┫׽倀ⵊ韢؅䱡ס
倀ⵊס獗⚶溷䟨聋מꫀ׾׌饗韢؅嵛溪ⵊ׾ֹ׊
 ؀ֹնד
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3 余暇 
3.1 余暇研究の課題：「労働∕余暇」の克服 

㕈מ岺⮔◝סրⲨ⦍✍冲ց ,ע冲✍ךױ׿׆
䍲溷٬槏⯜獗⚶溷٬ ,י׊כ㸐嚣䗻ס⦐Ⲩגַט
韢溷מ⛺翝ג׀י׿׼ׄטն娫䈢⩱┞ס俠槏׻מ
1960֐䨏䔿 ,עゼ꾴׾׿׼䭇כ傽ր✍冲ց♀ ,ף׿
䌑♣סրٝ٤٘ب٭ؙٛؠց׼־㜟ꈴגזַי׊
նGHQ׾ֵךס׵ ⷑ꽝┫יַֽמրٝ٭ؙٛؠ
1950 ,׽םמֹ׻׾׿׼靣ֿ氠ַס٤ց٘ب 䌑♣
כס׵ס״גס气氙ⲯ椙׷Ⲩⳡ硄槏ע׿א׼־
 ,䔿סא20նגזםמֹ׻׾׿׈㵅偡ך舓㖪י׊
1960 䌑♣ס둚䍲䧯ꩽ劻עמ㵵阛׾ֽׄמ✍冲ꫀ
ꅙ佻⮂ֿ㙟㝕1970 ,׊ 䌑♣♧ꮳס⛼䧯ꩽס免♣
蔦氮免ꪨֿיז׻מלם㴻濪ס⯜ꅸ⚪◝傽עמ
㙟㝕ג׊նםֹ׻ס׆✍冲ס׫ꫀ䖥ס둚׼־׽ױ, 
1972 䌑מ, ꄼカ氙噺澈氙噺侓瞬㹾כ篑座⚕氺䌪
⚕氺㴷䨻׿ב׿אמ✍冲ꪛ溪㵍ֿ翝׿־, 糹⻉溷
ע׿א21նגזםככ׆׾׌冲鉿侓ֿ勓呬ⵊ✍ם
׆׾׿冲ֿ䪒؂✍י׊כ篑座ꫀꅙ侓瞬 ,ה؂ם׌
尊驟耘銠 ,׵יַֽמն獗⚶侷芌㳔׾׌؅䟨誠כ
㲳ֿ俠槏מֹ׻׾ַי׊, րⲨ⦍כ✍冲ցס卽篁
⫏繰 ,ףֻכגնג׿׈饗韢ֿ㺤ꪛיַט㕈מײ
⺮ꋝ紬ւⲨ⦍٬✍冲כ侷芌ˋ气嵛圸ꅎס㜟ⵊע✇
؅寛־ס׾ַי״փ1975 䌑, 傽勓獗⚶侷芌㳔
⚶䌑㖥ւ气嵛圸ꅎס㜟ⵊכ獗⚶侷芌փמ⹺ꜗ׿׈
ס獗⚶侷芌כ㜟㵼ס冲气嵛✍ס跥꽄䎘ր㎼宐⚢ג
鞏꾴ց1984 䌑, 傽勓獗⚶侷芌㳔⚶䌑㖥ւꅸ⚪
◝傽⯜٬㳔吾ꅸ◩傽⯜כ獗⚶侷芌փ1993 䌑ֿ
׵סײ卽篁סրⲨ⦍✍冲ցמֹ׻ס׆22ն׾ֵ
׿䪒؂ע冲✍ ,׵מ䍲溷٬槏韢溷⯜獗⚶溷٬ ,כ
 ն׾ֵךסג׀י

⮔◝סրⲨ⦍✍冲ցםֹ׻ג׀י锶ךױ׿׆
岺׽▗؅鱳ֻ, Ⲩ⦍כ✍冲ס╋偙؅☭气ס┞ꌃכ
⛺翝יׄט嗱阧׾׌כֹ׻׊煝疴ס塌ꆻֿ둚ױ
׋עⲨ⦍免ꪨゼ꾴؅“ ,ע尊驟ףֻכגն׾ַיז
׾ゼ꾴؅䯚ֻ׾ַי׀鱍ך⚶傽勓獗מ槁㵅♀״
מ׽ױֵע冲ց✍כ⦐րⲨעי׊כײ卽篁ס״ג
䈴镄溷ך, 篙卸י׊כ槁枱霼餟ס窢䍲؅姊ׂ” 23

⩴؅׿א ,׊䷂ꮹ汔䙎؅䭰סրⲨ⦍✍冲ց ,כ
劚׾׌槏韢סت٤ٚف٬ن٬ٚؕؠ٭٠י׊כ⺪
茣䙎؅獏ぃג׊ն2017 䌑׼־ 2020 䌑עמ, 尊驟
؅㣗〉ꩽعؠؘةٞو׾׌כ煝疴րنؕٚؠ٭٠

獗⚶侷芌ցֿ, 傽勓獗⚶侷׾ֽׄמ♣免ت٤ٚف
芌㳔⚶יַֽמ鉿ג׿؂նعؠؘةٞو煝疴עך, 
嗱阧׾׌꽝㔔؅䬺䒟ت٤ٚفنؕٚؠ٭٠ ,י׊
ն⩼耘䈢ג׿䪒؂׵יַחמؓٛٔ؞׾׌ꁿ䱸כ
㳄┞ꋝؓٛٔ؞٬ؠ٭٠ ,עכؓٛٔ؞ף׿׻מ
舓噺┪ס篑婹סכꫀꅙٔ؞٬نؕٚ׾ֽׄמ
ٛؓ气׀偙ס㺿婹24׾ֵךն♀傽ؓٛٔ؞ס
侷芌٬佻䴈ֿמؓٛٔ؞٬ؠ٭٠⢞ꓨזױ׊י׊
؅⚶獗ס債㲽“עꮣ嬟汦╽耘 ,׊㸐מכ׆׾ַי
气׀䫕ׂעי׊כؠشـنؕٚס״ג䟨誠ֵֿ
 ,׽؅焒־סםס׵םֹ׻סלעכ׾׀气 ,ֿ׾
誠חח؂ַ⩩徰ג׊气؅气מכ׆ַׂי׀魕׌
ַםעךסַםֻ׽ֿםח־ם־םעמס׵׾
侷芌٬佻䴈ؓٛٔ؞٬نؕٚ ,׊ゼ꾴䳀鱍כ25 ”־
؅ゼַ✄⪡偙׀气מֹ׻ס׆նגꓨ锡䙎؅鞃ַס
׆ ,מֹ׻׾׌䷂尊驟ֿ䭰 ,ך־םס׀ⳛ׌ֽם
⡑؅潸㸐ⵊ❿ס⦐Ⲩג׀י׿־翝מ䖥╚ךױ׿
׆׾״饗韢؅幾יַחמ冲✍ ,י׊כס׵׾ֹ׊
劚⩴26նրⲨ⦍✍冲ց؅׾ַי׀י׿׼״寛ֿכ
傽勓 ,ע׽ױ둚סꫀ䖥ס׫冲✍סי׊כס׵׾׌
獗⚶侷芌㳔⚶2021יַֽמ䌑׼־㢼ⳛ2023י׊
䌑槁㐂ꅼ鉿╚عؠؘةٞو׾ֵך煝疴ր獗⚶侷芌
㳔׾ֽׄמ✍冲ס٤٘ب٭ؙٛؠ٬ٝ⫙嗱阧ց־
 ն׾׿כי锶׵׼

րⲨ⦍✍冲ց؅⩴劚׾׌✍冲ס镄䍴י׊כ, 
Ⲩ⦍כ✍冲מ⪴ꄼ׾׌❿⡑؅锶⮂׾ֵֿס׵׌ն
繰⫐⺮ꋝעրⲨ⦍✍冲ցס◝⮔岺מ❸䬹ֿם׊
㵅⯈┾⟓溷䧯י׊כ⡑❿׾׌ꄼ⪳מ偙╋ ,׵׼
Ⲍ, ״׋ױ獗⚶溷❿⡑, ֵצא瑭溷蔦氮
׿׈27ն傽勓㒘겒氠篑ㅰֿ牞皑ג׊؅俠槏חס
ַׂי 1970 䌑♣׋⻎מ❿⡑䗄⻔׊כס׵׾ֵס
脝ֻם뉮溷⩰ ,יַֽמ掾ג冲؅䯚ֻ✍כ⦐Ⲩי
偙כגזֵך雄❿؀ֹד׾׀ךնסא׊־׊䔿ס
獗⚶侷芌ס꽝㔔יַֽמ, 舓噺侷芌煝疴ס銺ꃸ׵
潸־יזױ, Ⲩ⦍כ✍冲מ⪴ꄼ׾׌❿⡑יַחמ
饗韢ֿ幾גז־ם׆י׿׼״նסא┞偙ךꁿ䌑ך
䷂؅䭰כ׆׾⡑ֵֿ❿׾׌ꄼ⪳מ冲✍כ⦐Ⲩ ,ע
槏סց٭ٔةٝتؓٛبր׾׻מت٤لطتג׊
韢؅齽⪜ךהג־׾׌, ✍冲ס嗱阧ֿ畤嚋溷מꅼ
 ն׾ַי׿׼״

♧┪؅鵕ךֹֻגֻױ, 姌מրٔةٝتؓٛب
 ն׾׌嗱阧יַחמց٭
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3.2 ステビンス「シリアスレジャー」論 

٤لطتס冲獗⚶㳔脢✍ע٭ٔةٝتؓٛب
ٖزُؓ“ ,׽ֵך嚣䗻ס冲嵛ⳛ✍ג׊䳀ゃֿت
ؓ, 鲧誠☭, ٍٚ׾׻מؓؔط٤嵛ⳛך, 䔦٬䔦㟕
׵鳉؅⩩ ,؀ׂ׊׵ֽךꓨ锡؆׫ַגיזכמ׼
 ,י׊כ⻉㖪ם㒘溷⫀ ,מ״ג׾ֵךס׵׌׼ג
㸗ꪎ溷ם焒餟ٜ؞ت׷, 篑닫כ銨槁؅╚䖥ג׊מ
׿׈㴻聋כ”ס׵׾״㢼ײ؅婧ؓٛٔ؞٭ٔةٝ
ַך׆׆28ն׾ֵךס׵׾ րֹؓٛٔ؞ցעכ, 姌
硼ימ霄ׂ׊ꃍُنإ٬ء٥ؔ٤٭ؓמֹ׻׾׬
ٛٔ؞סך䌮聋ׂט㕈מցؓٛٔ؞րٜٓٚס٤
׵׾׿׈ꮹ㴻מؓٛٔ؞舓噺溷י׊尴 ,׽ֵךؓ
׷斪䟨ע䓺㵼雗ַֹכցتؓٛب29նրַםעךס
靧㵅؅׈✄槁יזֿג׊ ,30׽ֵךס׵ג׊, 傽
勓靣עך✍冲嵛ⳛמ勓宜ך, 澵Ⱏמ, 斪䖥ױ ,מ
ך鞃僻כ枱䡢׾ַך؆ꁎה䩤מ׀׳גץ ,מ״׋
 ,ؓٛٔ؞ ,䖴脸 ,עמ٭ٔةٝتؓٛب31ն׾׀
⠥☭溷Ⲛⲇ, 䭥籽溷ם⯈漨, 栃蔦تعؙס, ؓؕ
סؔطؔط٤ظ 6  32ն׾杅䖇ֵֿסח

ظذت٭ٔةٝמ╭ע煝疴٭ٔةٝتؓٛب
俠槏ס勾㻗儸䌐 ,׽ֽי׿׈㺤ꪛך꽝㔔סث٭ؔ
闋ס獗⚶溷┾汔עُ٭ط煝疴ס׼׿א ,ף׿׻מ
僻, ⯜笴ס׫㸐⭦岺汻ס闋僻, ٭ر٤ؘةⵊס闋
僻, ُؕ׾׻מؔطٛؿ㵅鴫ס闋僻, 气嵛ס鮐מ
㸐׾׌ⲯ卸ס闋僻, ٭ٔةٝتؓٛب溷⣨긖ס攍
㸚, 槏韢溷窢絙ⵊ, 걋䱸嚣䗻סכꫀꅙס嗱阧ס 8
⠥מٛإط؜ס⮔꿔33׾׀ךնהֹס׆槏韢溷窢
絙ⵊיַחמ, 劄偆סⳛ⻔׾׌٭ٖل؅ٝն 

׊כ⻔ⳛס槏韢溷窢絙ⵊס٭ٔةٝتؓٛب
6 ,עי ֿלםꪛ溪ס廠㴻偙岺כ窢吉ס杅䖇סח
ס٭ٔةٝتؓٛب ,ע׼٤٘ك٤ةնؕ٬׾ֵ
6 הֹס杅䖇סח 4 ط٤ظؕؓ ,䭥籽溷⯈漨ˋח
䭥籽溷⯈漨ֿؓ ,יַחמˋ䖴脸, Ⲛⲇ ,ؔطؔ
┰䔔꼸؅מ芆㴻溷מ䖴脸, Ⲛⲇ ,ؔطؔط٤ظؕ
芆㴻溷מⲚⲇכ䖴脸ֿؔطؔط٤ظؕؓגױ ,ֻ
؅僻כ׆׾潸◦ꫀ総ֵַֹֿכ׾ֻ┰䔔꼸؅מ
׊כ廠㴻偙岺ס٭ٔةٝتؓٛب34նג׊מ־׼
ג׿׈ꪛ溪יז׻מ׼غٜ٭ء٬ثّ٭ؘة ,י
the Serious Leisure Inventory and Measure 
(SLIM)ֵֿ35׾նע׿׆ 18 ㎋㲳ס⻄㎋㲳׀חמ 3
꽃潨ח׍, 阛 54 꽃潨ء ,ֿ׾ֵךס׵׾ם׼־
鬘衠ꓪׂם㸴ֿتؓؕف׽׻ ,מהסע׼غٜ٭
ֿ둚ַ꽃潨؅⻄㎋㲳׼־ח׍חꈷ⮂ג׊阛 18

꽃潨؅䳀獏36׾ַי׊ն54 꽃潨עס׵ס SLIM ؛
18 ,٤٘ة٭فٜػةٛ 꽃潨עס׵ס SLIM ٘ب
煝疴ג؅氠ַ׼׿׆ ,׿׈ꄼ璻כ٤٘ة٭فع٭
ֿ㺤ꪛ׾ַי׿׈նSLIM ؅氠ַג煝疴 ס⚂ 34
ע⚂ 13  ,הֹ SLIM ٤؅٘ة٭فع٭٘ب, 
媘ס׽ 21 י׊氠❈٤؅٘ة٭فٜػةٛ؛ע⚂
SLIM ,׽ֽ 둚ַ廠ס꾙䙎⟥׵כ٤٘ة٭ف╋ע
㴻偙岺ֿכ׆׾ֵך霼37׾ַי׿׼״ն♧┪מꃍ
٭؝ ,׽׻מꅼ㺤ס槏韢溷窢絙ⵊםֹ׻ג׀י׬
冲嵛✍ם㝂甦㝂坎 ,ךױ٤ؔن٭ئ׼־ء٤ؼظ
ⳛ؅㸐骭ג׊כ㵅隍溷煝疴ס䬺㝕ֿⲎꅋַי׊
 ն׾

勓硼٭ٔةٝتؓٛب ,עך煝疴؅嚣镸׬׾׌
ֹֻג׊㕈勓溷嚣䗻؅俠槏׾׻מت٤لطت ,ׂ
նג׊٭ٖل㺤ꪛ؅ٝס煝疴٭ٔةٝتؓٛب ,ך
姌硼סت٤لطت ,עך槏韢מ皑הꂉٔةٝ ,׽
 ն׾׌幾ׂ嗱阧יַחמؓٛٔ؞٭

3.3 レジャーキャリア：相互作⽤による⾃⼰
形成 

⯼ꃍ٭ٔةٝتؓٛبעت٤لطت ,׽ֽכס
 ,׊㴻聋כס׵׾״㢼ײ؅婧ؓٛٔ؞٭ٔةٝ ,؅
ُنإ؅כ׆׾ֵךס׵ס䌮聋ֿؓٛٔ؞סא
׆նג׊鞃僻י׊ց؅䑛氠ؓٛٔ؞րٜٓٚס٤
כؓٛٔ؞٬نؕٚסꃍ⯼ ,עסַג׊峜镄ך׆
סך倀茷׾ם沌עכ韢ؓٛٔ؞ס傽♀ ,׾ם沌ע
ٜػغն׾ֵךכ׆׾ַי׿׈䞯㴻ֿؓٛٔ؞
٬ٝؕ٤ٍؓٛٔ؞٬نֿؕٚ٭ق٭ت .٬Eغ
بֿت٤لطتמ免劻⻎ׯ׮כס38ג׊؅䳀獏٭
־ם׀ך䑛氠מ״גג׊؅䳀ゃ٭ٔةٝتؓٛ
؞րٜٓٚס٤ُنإיֵֻ ,׵י׊כדסגז
ٔٛؓց؅獏ג׊䟨誠؅脝ֻ׾䖩锡ֵֿ؀ֹד׾ն 

勓ֿؓٛٔ؞“؅ؓٛٔ؞ٜٚٓ ,ע٤ُنإ
ؕס״ג׾׌偂⮿脢؅♑׷蔦⮔蔦麃 ,כ蔦䉁ס☭
סꅙ┞ם锺⯵溷׾׋气ך־םסײ卽篁סة٭ْ
嫘갧” 39כ㴻聋׾ַי׊նٓ ٤ب ,עؓٛٔ؞ٜٚ
獗מ׵ככ篑ꇃס潸◦✑氠韢脢ֿ免ꪨؠشٍٛ
⚶溷מ★庩סؔطؔط٤ظؕؓ׾׿׈㜟ꈴوס
┞סցؓٛٔ؞ր׾氠ַמ״ג׾׌؅鞃僻تجٞ
甦לםٜطشٝ ,׽ֵך獗⚶溷雄❿ס㸐骭׾םכ
⠥☭ס㜟㵼؅تجٞو鞃僻׾׌嚣䗻40׾ֵךնإ
ة٭ْؕם㴻溷⻲מ窢玗洠䜟脢؅㸐骭ע٤ُن
卥⮔؅ؓٛٔ؞ٜٚٓ׾׋气ך־םסײ卽篁ס
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ם䴈氠⺪茣׵מة٭ْؕם芆㴻溷ע׿׆ ,ֿג׊
嚣䗻ؓٛٔ؞٭ٔةٝעت٤لطت ,״ג׾ֵך
 ն׾׀ך䱿廠כדסג׊؅䑛氠׿׆מ鞃僻ס

脝ם㕈勓溷ס潸◦✑氠韢ؠش٤ٍٛب ,ך׆׆
ֻ偙׵יַחמ俠槏ַג׊ն٬ع٭ف٭ـG. ه
ע潸◦✑氠韢ؠش٤ٍٛب ,ף׿׻מ٭ُ٭ٜ 3
ն3׾ַיז皑׽䧯מ┪ס䳀⯼סח עכ䳀⯼סח
睗┞מ☭ꪨ׾׹׼ֵע◜朮מ㸐סא ,י׊◜朮ֿ
蔦⮔ח׵יזכמ䟨誠מ㕈יַט鉿ⳛכ׆׾׌, 
睗◝סאמ䟨誠ֿ♼ꪨסכ獗⚶溷潸◦✑氠׼־
气כ׆׾׋, 睗┩סאמ䟨誠עꈗꆰג׊◜朮מ㸐
ך־םסتجٞو闋ꓡ溷׾׿׼氠ַמ갾׾׌⭦
⟵婞41׾ֵךכ׆ַׂי׿׈ն٤ٍبםֹ׻ס׆
׵⚶獗׵☭⠥ ,ףי皑מ镄掾ס潸◦✑氠韢ؠشٛ
ךס׵םⳛ溷ַׂי׊㜟㵼׼ֿם׊氠✑מַ◦
 ն׾ַֻכ׾ֵ

٭ُ٭ٜه׍׼םײס٤ُنإֿت٤لطت
׆׾ַי׊⹧攍׵تؗٚعت .٬Lّٜج٤ؓ׷
٤بיַֽמց韢٭ٔةٝتؓٛبր ,42׼־כ
׆׾ֵ׍׼־ם䔔꼸ֿ㸴ס潸◦✑氠韢ؠشٍٛ
ס٭ٔةٝتؓٛبն׾癤ֻֿכ 6 ֹס杅䖇סח
鞃י׊כ濪㐌掾סח5ס♑ֿؔطؔط٤ظؕؓה
僻׿׈, ┞納؅氺׵׼־כ׆׾ַי׊䱿㷋׾׀ך
蔦䉁؅䓺䧯٬ך־םס獗⚶溷潸◦✑氠 ,43מֹ׻
㜟㵼י׊כס׵ַׂי׊✍冲嵛ⳛ؅锶׆׾ַי
 呥䖥ֵֿ؀ֹնסց韢٭ٔةٝتؓٛبր ,מכ

6 ,׼ֿם׊־׊ 銨긖י׊מצ╒杅䖇؅埭סח
溷מ✍冲嵛ⳛ؅锶, 蔦䉁䓺䧯ס镸掾؅䈼׊翝ַי
✍冲嵛ⳛ׈تؓٛبסס׵סא׈ٜٖؓة؜
؅雄❿٭ٔةٝتؓٛب׾׌煝疴׵㸴ַםׂםն
٤لطت ,חח׊类䪩מ煝疴؅䪞⮿溷םֹ׻סא
מ镄掾ס蔦䉁䓺䧯׾׻מ潸◦✑氠׾׌獏ぃֿت
❸䬹׼ֿם׊ր٭ٔةٝتؓٛبց韢؅氠ַ׆׾
茣⺪ֿכ׆׾׌⩴岺؅鱩⮔◝סⲨ⦍✍冲 ,ךכ
侷芌溷䟨聋؅䯚׷䙎⪳⪫ס冲✍עיַץ ,׽םכ
 ؀ֹնד׾ֹֻ

4 考察 
4.1 ジョーンズとステビンスの接合点：相互

作⽤  

勓畇עך倀ⵊכ✍冲ס槏韢ث٤٭٘ة ,י׊כ
بրסت٤لطتכ溪㺤ց韢ס倀ⵊכր䧯☭侷芌ס

嗱阧׿ב׿איי撋掾؅䓜מց韢٭ٔةٝتؓٛ
 նג׊

╋脢ס韢מ⪴ꄼעכ׆׾ַי׊, 潸◦✑氠מ潨
獗⚶溷潸עت٤لطتն׾ֵךכ׆׾ַיׄ⻔؅
◦✑氠ך־םס蔦䉁ֿ䓺䧯٬㜟㵼כ׆ַׂי׿׈
عتَעث٤٭٘ة ,גױն׾ַי鼎؅翝ַ╭מ
׵ם倀ⵊ؅ⳛ溷יז⺅ׄ⺇؅׿嵣סّثؼرٓ
כס׵ם؅ⳛ溷⚶獗עت٤لطت ,׽ֽי锶כס
锶ؠش٤ٍٛب׾潸◦✑氠韢ס䔔꼸ַיׄ⺇؅
׾׹׼ֵ׳㎪׽⺅؅׿אכ☭⠥ ,מֹ׻ס׆ն׾
◜朮סכ潸◦✑氠ך־םס, 蔦䉁כ⽟㎪ֿ◦ַמ
䓺䧯כ㜟㵼؅繪׽ꂉ׼ֿם׊ⳛ溷ם獗⚶٬ⳛ溷ם
倀ⵊַֹכַׂי׊ד׽ׂח؅镸掾יַֽמ, ╋
脢ס槏韢עמꄼ䍏׾ֵֿס׵׾׌ն 

׾ַיꓨ䖥؅翝ַמ׼הלס潸◦✑氠 ,׊־׊
עث٤٭٘ةն׾䈼沌ֵֿעמ脢╋ ,יַחמ־
潸◦✑氠יז׻מ䓺䧯׾׿׈倀ⵊמ╭濣؅翝ַ
䓺יז׻מ潸◦✑氠עت٤لطت ,ך偙┞׾ַי
䧯׾׿׈蔦䉁מꓨ䖥؅翝ַ׾ַיն⠥☭סאכ⽟
㎪׾ֵמ倀ⵊַֹכ濪濣掾סꇙַ׼־, ╋脢ס槏
韢؅鄋⻉מַ◦ ,ךכ׆׾׌鎢㴞׊䒣ⵊס׵׾׌
 ն׾ֹ׽םכ

י׊כ潸◦✑氠؅䱸⻉掾 ,מֹ׻ג׬ꃍמ┪♧
םג偆׾׌⻉韢؅鄋סت٤لطتכث٤٭٘ة
槏韢溷卽篁؅ײ氠ַ׽׻ ,ךכ׆׾ⴭ䭇溷מ潸◦
✑氠סⲇ㳔؅䯚ֻ؀ֹד׾׀ךֿכ׆׾ն 

4.2 アマチュアの表現活動の分析に向けて 

⯼硼ךꃍت٤لطتכث٤٭٘ة ,׽ֽכג׬
銨槁嵛ⳛ؅סٖؓزُؓ ,ךכ׆׾׌⻉韢؅鄋ס
־׊նֹ׻׀ךֿכ׆׾䉌ׂ潸◦✑氠؅䯚ֻ׽⺅
嵛氠מ卥⮔ס銨槁嵛ⳛסٖؓزُؓ׾׹׼ֵ ,׊
מ׾׌؅牞皑ײ槏韢溷卽篁םג偆סךױ׾׀ך
槏韢ⵊס㵅鴫 ,׍ױն׾䖩锡ֵֿ׾嫘갧؅篑 ,ע
ة ,יַחמ㵅鴫׾؀ֹնֵד׾ֵֿتجٞوס
卥؅鉿⮔ך׿ב׿א韢סت٤لطتכث٤٭٘
؅䱱ס׵׾ׂי锶ֻי׊⻉卥篙卸؅鄋⮔סא ,ַ
ٖلذ٤ؕס׫㵅鴫脢 ,עמն⪽✄溷׾ֵךס׾
ր潸◦✑氠כ䓺䧯ցס倀ⵊ׾׻מ؅ր潸◦✑氠٭
ס䓺䧯ցס蔦䉁׾׻מ 2 卥؅鉿⮔׼־ُ٭طסח
ظ潸◦✑氠ٓם׀㝕׼־卥篙卸⮔סُ٭ط╋ ,ַ
ٜ؅气䧯ַֹכ׾׌✑噺ֿ䞯㴻׾׿׈ն姌מ, 气
䧯ג׊槏韢ס嬟鼛嗱阧׾ֵךն׍ױףֻכג, ր㝕
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 ,䔿סאն׾׌כג׊槏韢ⵊ׼־㵅鴫סցؙٝف☭
꯹蛮ס㵅鴫׵׼־⻎坎ס䩘꽄ך槏韢ⵊ؅鉿ַ, 嬟
鼛׾׌նםֹ׻ס׆嬟鼛嗱阧؅繪׽ꂉ׊, 㝕ם׀
潸◦✑氠ٓ؅ٜظ圸䧯׾׌嚣䗻ס簡䎰⻉׾׌؅
ٚهי嫘갧؅篑ס┪♧ն׾׿׈䩘꽄ֿ䞯㴻ַֹכ
؅ײ槏韢溷卽篁םג偆 ,ךכ׆׾׌وشٖؓبش
牞皑؀ֹד׾׀ךն 

槏韢溷卽篁םג偆ג׿׈牞皑י׊מֹ׻סא
׆׾׌卥⮔銨槁嵛ⳛ؅סٖؓزُؓי؅氠ַײ
ֿכ׆׾׿׈㺤劳 ,ךכ 2 掾ֵ׾ն睗┞מ, ُؓ
כ׆׾׎⮂獗⚶溷䟨聋؅锶ס銨槁嵛ⳛסٖؓز
◜瑭ע銨槁嵛ⳛסٖؓزُؓ ,ךױ׿׆ն׾ֵך
溷ך✍ⰷ׵ֿ׿א ,׽ױח ,ג׀י׿׈כס׵ם
 ,׊־׊նג׀י׿׼י撋掾ֿ䓜מ⠥☭溷䟨聋ח
םמ־׼潸◦✑氠ֿ僻סꪨٖؓزُؓףֻכג
獗⚶溷ס銨槁嵛ⳛסٖؓزُؓ ,יז׻מכ׆׾
䟨聋׵מ⩱ֿ攍؀ֹד׾׿׈׼ն׻מ׿אי׊א
יַחמ䙎⪳⪫ח׵銨槁嵛ⳛֿסٖؓزُؓ ,׽
韢סאעׂ׹ׂ׹ ,׽םמֹ׻׾׀ךֿכ׆׾׋
佻䴈ס㕈潒俠⤫ס״גס饗韢כ׫㺤ꪛֹ׻׀ךն
睗◝מ, ✍冲韢٬倀ⵊ韢ס饗韢؅嵛䙎ⵊכ׆׾׌
䓺ֿٖؓزُؓיז׻מ潸◦✑氠םնⳛ溷׾ֵך
䧯׾׌倀ⵊ؅䯚ֻעכ׆׾, 債㲽ס귿溷םր✍冲ց
׆׾׌冲٬倀ⵊ镸؅䳀獏✍׾ם沌עכր倀ⵊց׷
ךױ׿׆ ,יז׻מ溫㖪ס镄掾םגն偆׾םככ
סיַחמ倀ⵊכ冲✍ ,׿䪞⮿嗱阧ֿ鉿؂ס韢ס
饗韢ֿ嵛溪ֿכ׆׾םמ锶ꁎ׾׿ױնמֹ׻ס׆, 
卥؅⮔י׊⻉韢؅鄋סت٤لطتכث٤٭٘ة
鉿ֹסٖؓزُؓ׾ם؆ג ,עכ׆銨槁嵛ⳛס㵅
䡢⮔卥ךױ׿׆ ,־؀׆ל׾ױלכמ謾畤י׿׈
׌鬚桬מ溪㺤ס槏韢 ,״韢؅幾ס倀ⵊכ冲✍ג׀
 ؀ֹնד׾׌魕מכ׆׾

5 おわりに 
勓畇עך, 倀ⵊס槏韢ס┮鳉ַֹכ鞏꾴מ獏ぃ

溪ס倀ⵊכր䧯☭侷芌סث٤٭٘ة׾ֹֻ┰؅
㺤ց韢כ, րⲨ⦍✍冲ցס◝⮔岺؅⩴劚׾ֹ׊
ג׊ց韢؅嗱阧٭ٔةٝتؓٛبրסت٤لطت
׈⻉鄋מ潸◦✑氠؅䱸⻉掾 ,韢؅ס脢╋ ,ךֹֻ
㵼⫏סն勓畇ג׊؅䳀獏ײ槏韢溷卽篁םג偆׾׎
韢╋ג׿׈㺤ꪛך꽝㔔ס׿ב׿א冲✍כ倀ⵊ ,ע
י׊א ,כ׆ג׊镸掾؅獏ס潸◦✑氠׾׌ꄼ⪳מ

כ偆锺䙎מכ׆ג׊韢؅䳀獏ג׊⻉؅鄋׼׿א
栃蔦䙎ֵֿ׾ն 

┞ն睗׾׬ꃍיַחמ鞏꾴כꮹ汔ס勓畇מ┫♧
ס獗⚶侷芌㳔׾ֽׄמ⫏㎼ךױֵׂעך勓畇 ,מ
٭ٖلٝס煝疴ג׿׈箩節עַ׾㺤ꪛֵך־ם
鉿煝疴⩰׾׌ꫀמ冲✍כ倀ⵊ ,׽ֽיזױלכמ
؅ⶥ⮔מ嗱阧׾ֵךכ׆גז־ם׀ךն杅٘ةמ
י׀ךֿ٭ٖلٝס煝疴׾׌ꫀꅙמ韢סث٤٭
ն♀䔿׾ֵך鞏꾴ֿכ׆ַםַ Aesthetic Edu-
cation 꽝㔔׾؂־־מ倀ⵊ蛮銉׾׌כ״׋ע؅
槏ס脢╋ ,מ◝ն睗ַג׀ַי煝疴؅䋀䌮ׂ锶ס
韢ס鄋⻉עךױ䳀獏סס׵ג׀ך, 㵅鴫⺪茣ٝם
ם׼蔷עמ׾׌؅牞皑ײ槏韢溷卽篁סךױٜي
ց㵅鴫脢ؙٝف☭ն姌畇, ր㝕׾ֵךכ׆גז־
؅㸐骭׼־٭ٖلذ٤ؕג׊כ⮔卥؅鉿ֹ⟵㛶
韢倀ימ, 㵅鴫ס槏韢ⵊ؅雧ױ׵ך׿א ,ֿ׾ײ
䔿ꩽ♀ ,ע牞皑סײն槏韢溷卽篁׾ֵךףꇓ⶯ד
劻溷׽⺅מ篁׳鞏꾴י׊כ媘ַג׀ֽי׊ն 
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Reconsideration of culture and leisure in lifelong learning 

research：Towards the analysis of amateur expressive 
activities 

Kotono SOMEHA†  

†Graduate School of Education, the University of Tokyo 

This paper aims to analyze amateur expressive activities by organizing studies on culture and 
leisure and contemplating a new theoretical framework for analysis. To organize these theories, it 
focuses on Jones' theory of "adult education and cultural development" regarding culture and 
Stebbins' "serious leisure" theory regarding leisure. By discussing the theoretical framework 
suggested by both theories, it points out that Stebbins emphasizes self-formation through 
interaction, while Jones emphasizes the dynamic formation of culture through interaction. The 
paper proposes a theoretical framework that merges the common theme of interaction found in 
both theories. Furthermore, it suggests that using this framework for analyzing amateur 
expressive activities could contribute to empirical analysis and deepen discussions on culture and 
leisure that are not confined to existing frameworks.  

Keywords: Culture, Leisure, Amateur Expressive Activities 
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獗םֹ׻סלֿ׿א׿׈ם饗韢ֿםֹ׻סל
⚶溷ם锡韆؅芻再יַחמ־סגַי׊מ複Ⲏ
 նג׿锡掾䳀鱍ֿ鉿؂סꯖ气ג׊

䱅噺עך末ꓩ磌詇ւ溪ꇖ׾׌蔦䉁ס輁圸
侷芌؅⺪茣׾׌כ嚣䗻ֻ׼כ؅ꂉ׌փ؅颉鞅׊
┪ג׊㵼؅俠槏⫏ס颉脢ֿ倀桬⺇מכն皹ׇג
魕倣؅複脝׼ֿם׊⻄蔦ס韢掾ֽצ׻沼ゼ掾؅
溪銨׾׌䓺䑑ך饗韢؅ꅼג״ն氙噺獗⚶ס❿⡑
偙׽㐂ס⚶澈㷋魕勓⯜獗ס溪ꇖ嚣䗻׾ֵך
יז׃״؅ُ٭طסלם䊟䙎⫙כ㸐蔦䙎י׊א
嵛溪ם饗韢ֿ鉿ג׿؂ն 

 
ք气布㳔肪韢韢倀䭰㸬օ䬎䓜侷䱅٬末ꓩ磌
侷䱅٬匃婞ꅙ⬭侷䱅٬偆跥嶙⛞ 

勓עِح, 煝疴㵍מ䨾㺲׾׌ꯖ气٬煝疴气ֿ⻄
蔦ס煝疴؅㖥⼴׊饗韢׾׌㖪י׊כꪛ颉׿׈
ـס٤ٚؕ٤؛כ㸐긖ע׼־ն♀䌑䍲׾ַי
⻄㎇׊㵅偡ך㒘تؠشٝنؕ 1-2 ⻏ֿ煝疴㖥⼴
؅鉿גזն 

❛䌑כ⻎坎, 勓䌑䍲ס㖥⼴⫐㵼׵㝂㼜זג؂מ
偆ךכ׆煝疴⫐㵼؅臝ׂס׿ב׿אնגַי
ֿכ׆׾獏ぃ؅䕑ס׫煝疴ס蔦麃׷镄掾םג
ⲙ阋׷鮐ゼם㝂坎׵㖥⼴脢蔦麃 ,גױնג׀ך
כ׆׾׌מ־׼鞏꾴؅僻ס煝疴ךכ׆׾ׄ⺇؅
 նג׀ךֿ

侷〉ע׼־嗱阧׀׬׌倀桬ס箩節煝疴䩘
岺煝疴מ㸐׾׌脝ֻ偙לם㝂㼜׾ג؂מ䭰
㸬ֿג׿׈םն杅מ韢倀؅剹ֹֻׂךꓨ锡כ
מ脝ֻ偙׾םכ⯼䳀׷陭㴻偙岺ס韢掾׾ם
䖩꽆י׊ꄼ⪳מꯖ气٬煝疴气ס㝂ׂעיַח
י׋嵛ⳛ؅ꄼסךِحն勓גזֵךס׵׾םכ
ꯖ气٬煝疴气ע蔦麃ֿ✇؅韢ס׾׌כֹ׻׋
ג偆׾ֽׄמ煝疴כ⚶塌׾׌蔦ゼי״؅侉־
 նג؅䕑⚶塌׾׌מ؅䩘ײ卽篁ס䘼脝٬霼餟ם

 
ք㎫剹녓䝠㖥㳔糹⻉煝疴օ䬎䓜侷䱅٬䔔嶓㿓  

勓颉聋ע㎫剹녓䝠㖥㳔ס㳔肪؅★嵣׾׌㖪ך
ַֽמ勓颉聋׾׿׈⥎ꪛך갲ꅸמն㕈勓溷׾ֵ
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嬐㎇י 3֐2 ㎫剹녓䝠㖥㳔煝疴㵍䨾㺲㝕㳔ס⻏
ꯖ气ֿ⻄蔦ס煝疴יַחמꅼ䯴溪銨׾׌؅ն溪
銨脢ע煝疴㵍ס侷〉⹳ס♑צꯖ气׼־鮐沼؅⺇
ׄ勓颉聋複Ⲏ脢ע㎫剹녓䝠㖥㳔煝疴⮔ꓩסך
煝疴偙岺٬煝疴⫐㵼יַחמ潸◦槏闋؅幾׾״
㝂㼜עُ٭ط煝疴סն溪銨脢׾׌潸◦★嵣״ג
ն׾׿־⮔מ䝠㖥笠כ㎫剹녓笠ׂ׀㝕׽ג؂מ
㎫剹녓鞅剹潸⪳⪫ס傽勓עך㎫剹녓笠י׊כ❛
鞻تل٭ئ⪪⪴㎫剹녓潨ꜗ◜噺㝕㳔㎫剹녓
نتقت٭ًتء٤ؼ٭㸗ꪎ䙎㝕㳔ٚס〈
׼䮕ֿׅלם煝疴סיַחמ䔢ⰺס٭ر٤ؕؒ
׽׃״嚣䗻؅ַֹכր䝠㖥ցעךն䝠㖥笠׾׿
阋靣㳔ׂםעך㎫剹녓䝠㖥㳔镄掾ס׼־脌陹׷
㸗ꪎ靣䓪כꫀꅙסتق٭ؤ׾׌圸碎׷阋靣圸
䧯䪫銉ֽצ׻槏闋ס䪫銉כꫀ׾ֵֿُ٭ط׾؂ն
 ն׾׿׈⥎韢嗱阧⚶ֿꪛ⟵׽❛䌑ꄼגױ

 
ք㎫剹녓䝠㖥㳔韢倀䭰㸬օ䬎䓜侷䱅٬䔔嶓㿓
⬭侷䱅٬岉匆➿㝚ꋝ颉䊘٬㵢氭楕㵉〉⬭侷
䱅٬尊⫐庄 

韢倀䭰㸬ע⻄ꯖ气ֿסא䬎䓜ס䭰㸬侷〉כ⠥
כױמꅼ䯴؅魕倣ס煝疴עն⻄ꯖ气גז鉿מ⯁
׌ꫀמ偙״ꅼס煝疴צ㵼⹳⫏׼־〈䭰㸬侷״
ꯖ气־׮ג׊ն⟵㛶韢倀؅㕂瞉ג䭰㸬؅䕑׾
M1גױնגז韢倀䫋畇؅鉿י׋䗎מꅼ䯴ע כ
D1 ٤ٛ٭ٖةآت׷倀桬嗱筺עךِح煝疴ס
׷⟵韢צ煝疴ꅼ鉿偙岺؅㳔ם⪽✄溷לםء
ⷆ韢ס睗 2 皹מ潸䓜׾׌ꫀꅙ煝疴٭ٖلٝס韢倀
זםכ嵛ⳛם╭ֿכ׆؅犵ׂٜ؞ت׾״כױ؅
 նגַי
 
ք㎫剹녓䝠㖥㳔煝疴偙岺韢օ䬎䓜侷䱅٬䔔嶓
㿓 

勓颉聋ס潨溷ע煝疴㵍ֿ٭ف٤ْס煝疴؅
ꅼסאך┪׾״ꇓ⪽皑י׊כי䖩锡׾םכ偙岺
韢؅麃׾ֵךכ׆׾ׄחמն勓䌑ע䪫銉笠㸐
☭㵅隍笠阾ꃍ笠ס׿־⮔מو٭ٜءסח
偙岺韢ם䖩锡מ煝疴⫐㵼ךو٭ٜءס׿ב׿א
؅㳔؆דն1 蔦מ╭עךو٭ٜء䪫銉笠ס潨ח
撬阋靣⭦槏䪫銉؅氠ַי煝疴؅鉿ֹْ؅٭ف٤
㸐骭מ蔦撬阋靣⭦槏䪫銉؅嚣镸ׂؘؗ׬׾׌
阋靣⭦槏׾ַי׿׈ꪛ⪫ך┪ه 100 勓סؠشؿⳈ

䒣⚶؅鉿גזն2 עو٭ٜء㸐☭㵅隍笠ס潨ח
㸐☭㵅닫؅٭ٖلذ٤ؕ׷煝疴䩘岺י׊כ氠ַ
脝ֻ偙փס㝕驟㹀詇ւ鮐溷煝疴ך٭ف٤ْ׾
؅齡鞅䓺䑑ך鮫鞅ג׊ն䬎䓜׾׌皹מ㸐י׊◜
מ㵼⫏׷㵼⫏סعت؞ط,׊؅氠䟨ْٖةٝמ⯼
㸐׾׌鮐ゼ蔦⮔ס煝疴ך嵛ַחמכ׆׾׎־
阋靣銨槁؅镸㷋עךն阾ꃍ笠גז溪銨؅鉿י
겏ֿ٭ف煝疴؅鉿ֹْ٤׾׌坎䡢؅阾ꃍסא׊
ױ ׽  M. Foucault 詇  A. M. S. Smith 陹  The 
Archaeology of Knowledge ס齡鞅؅ꄼי׋倀剹؅
阋靣銨槁מ׽ֽל鞅־כ׆׾ם־ַעכ׳阋
靣יַחמ阾ꃍםֹ׻סלעכ׾׌阋靣銨槁؅
圸䧯؅־כ׆׾׌㳔؆דն 

 
ք气布㳔肪韢杅媗煝疴 Iօ䬎䓜侷䱅٬匃婞ꅙ 

勓䱅噺ע獗⚶侷芌㳔٬气布㳔肪韢؅㳔צ
煝疴ס״ג׾׌ꯖ气⻄蔦ס㕈勓溷ם镄掾٬煝
疴ס卽篁٬ײ偙岺韢؅䓺䧯ס״ג׾׌㕈狸溷ם
阳絊סאכ溪㺤؅倀桬ס颉鞅כ嗱阧؅╚䖥כ
כ㸐긖複Ⲏ؅㕈勓עն♀䌑䍲ג׿׼״ꅼי׊
ٛهؕـ׾׌כ茣⺪׵٤ٚؕ٤複Ⲏ؛חח׊
 նג׿鉿؂ך䓺䑑غش

䱅噺ס⫐㵼עי׊כւ⪴气כ蔦岕ס獗⚶侷
芌փꁌ嶙2022ւ㐌㔔獗⚶ؙٜؗ׾ֽׄמ
圸碎փ千氭婣겊2023؅䪒ַסء٤ؕ٭ل
㐌㔔כ׽ׂט珿獭׾ֿםחמ獗⚶侷芌ס婹⺮כ
♀䔿ס⺪茣䙎יַחמ稀糿מ脝㷋׊傽勓ס气
布㳔肪׾ֽׄמ♀䔿ס鞏꾴יַחמ饗韢ג׊ն 

♀䌑䍲ס䱅噺עך偆ׂ׊ꅼ㳔ג׊⟵㛶鞏瓦ס
複Ⲏ脢ֿ㝂״גגז־气布㳔肪׾ֽׄמ偆똀
免ꪨֹ⻉׊需מ篑닫؅骅㶠סךױ׿׆כ䟨锶ם
 նגזםכ

 
ք气布㳔肪韢杅媗煝疴Ⅱօ䬎䓜⬭侷䱅٬偆跥 
嶙⛞ 

勓䱅噺ע, 倀ⵊ؅㳔ש㖪䨾סי׊כ倀ⵊ偡陭ֽ
嗱阧؅כ颉鞅ס倀桬׊峜潨מ䔢ⰺס㝕㳔צ׻
╚䖥מꅼג׿׼״ն溪銨脢ֿٝמכ׵؅ْٖة
锡笴כ䠊䞯韢掾؅溪銨הסג׊⻄⺇颉气ֿ
饗韢ֿ鉿؂ךהג־׾׌劔⪳؅ع٭بع٤ْؤ
ך٤ٚؕ٤؛׊כ㸐긖؅㕈勓עն♀䌑䍲ג׿
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ס阾┫עն颉鞅倀桬ג׿ 3  ׾ֵךח
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╭锡颉鞅倀桬׾ֵך倀桬 2 ֽׄמ؜ْؓٛע
⻄ն׾ֵךס׵ג׿׼׋韢יַחמ倀ⵊ偡陭׾
⺇颉气סꫀ䖥מ䑛׀♕ׄ勓倀桬ך韢י׿׼׋
כ倀ⵊ偡陭ס傽勓׷饗韢סיַחמⱢ㖪ַםַ
颉⺇סꯖ气סت٭ؤ♑նג׿嬟鼛嗱阧ֿ鉿؂ס
㳔חח׊劔⪳煝疴ꫀ䖥؅ס׿ב׿א׽ֵ׵
 նג״饗韢؅幾יַחמ倀ⵊ偡陭סי׊כ㖪סצ
 
քّٚءٞو雄❿韢օ䬎䓜긊䊬⳴颉䊘٬㴗氭
硼▆ 

րّٚءٞو雄❿韢ցֿ㸐骭׾׌כրءٞو
ّٚցעכր✇瞏ס־ゼ꾴闋尴׷潨埉ꇖ䧯؅潨
溷מ☭ֿ╚䖥יזםכ鉿ֹ㵅鴫溷節⪜ց؅䭰
ס־✇瞏ׂםעך噺◜םカ噺溷יזն䕋׌
獗⚶鬚桬٬獗⚶鞏꾴ס闋尴ֵעַ׾侷芌溷ם潨
溷؅䲔ׅג㵅鴫溷節⪜חמّٚءٞوסי׊כ
⻔鮐溷ס嵛ⳛ׊❿ⲯ卸؅雄׷篙卸סאיַ
  նש偙岺韢؅㳔ס״ג׾ׅםחמ┪

䱅噺ע颉聋כ㸯وش٘بؠ٭٠סךو٭ٜء
ٚءٞو׾ַי׊┰ն⻄蔦ֿ複Ⲏ٬ꫀ׾䧯׼־
׿אךو٭ٜء⻄ך┪ג׊劔⪳؅❛✄⪾סّ
ך䱅噺סն♀㎇ש؅ꈷ❛◜׀׬׾ׅ┪׽⺅׿ב
2ע 侷芌ַ׊偆סך둚吾ֿח稀הֹסو٭ٜء
׾ֵעو٭ٜءס؅♑偙ّٚءٞو NPO 佻ס
䴈؅ّٚءٞوꈷצמّٚءٞوס׼׿אꫀ
و׊؅ꈌ氠ؠ٭٠ّ٭ٝنס״גס❿雄י׊

卥⮔٭رٌٜؠ٭طتゼ꾴⮔卥סّٚءٞ
׻ס׆նג׊؅㵅偡לם䧯✑סٜظٓؠشةٞ
锡筶؅ם坎չסّٚءٞوי׊㵅肪؅ꄼםֹ
阋靣ⵊ׊俠槏׊嵛ⳛסⲯ卸׷鞏꾴؅雄❿׌
ٚءٞوւי׊כعت؞طնד؆偙岺韢؅㳔׾
ّ雄❿㸐☭ؔطؼِٖؤ٬䴈ⲙס鮐؅둚׾״
 փ 㴗氭硼▆詇2011وشُغ٭٠מ״ג
䌑؅❈氠ג׊ն 
 
ք䱖ꯙ㒘獗⚶ؔطؼِٖؤ׾ֽׄמⲨ⦍㳔
肪օ긊䊬⳴颉䊘٬㝕둚煝ꇓ 

勓颉聋עքJock Young. ւ䱖ꯙ㒘獗⚶ˌ䔿劻
ꁿ♣׾ֽׄמ枩翘٬겒氠٬䈼沌փ [The Exclusive 
Society: Social Exclusion, Crime and Difference in Late 
Modernity. SAGE Publications Ltd, 1999] 귱勎瑪水, 
⚢跥峩ꋝ, 㽹侓䔁, 匆憐澵⟛証陹, 崦ⵌ⮂曫, 2007օ
䱖ꯙ׼־ⴭ䶠㒘ס♣䔿劻ꁿ׋倀桬颉鞅؅ꄼס
㒘獗⚶ס׫瓌鉿כتجٞوס锡⾥鉿ׂ⩰؅嚣
镸׊ג׊ֹא獗⚶ס槁枱מ㸐⭦׾׌嚣䗻׊כ
偙ס紬⫙סאצ׻㥌ֽסցؔطؼِٖؤրסי
⻔䙎כ׼׿א㶔䱸םꫀꅙ؅䭥חⲨ⦍׷㳔肪ס
־䬎䓜脢סն⻄皹גז嗱阧؅鉿יַחמ偙׽ֵ
饗韢؅鉿מכ׵䳀獏؅ס沼ゼ٬韢掾כ锡笴ס׼
煝疴ס蔦⻄עיַֽמ⶯⯼ס䱅噺מ׵ככֹ
圸䞯ס溪銨כ鮐沼䗎瞩ס免ꪨ؅䭥גזն♑煝疴
璇סت٭ؤ♑٬㳔气ס複Ⲏ׵鏿俙ֵ׽⻄蔦ס
㸗ꪎ׾׌כ镄掾׼־槁♣獗⚶ס坎潸כ׆א
茣䙎؅⺪׷׈㎦곓ס䓺䧯ؔطؼِٖؤ׾ֽׄמ
 նג׿饗韢ֿ鉿؂ם嵛溪יז׃״
 
ք䝠㖥㪽✄圸ꅎ韢օ䬎䓜颉䊘٬㵢氭楕 

勓颉聋עךր鞅׳ց٬ր鞅׾״ցֹלעכ
عت؞ط׀ֽמゼַ؅䗻꾁ַֹכ־כ׆ַֹ
׳؅鞅׿אכ杅䙎ס㸐骭׳鞅י׋齡鞅؅ꄼס
նגז؅鉿ײ雧׾׌俠槏מ溷ذ䪫銉؅ْס״ג
颉聋ס⯼⶯עך蔦撬阋靣⭦槏⮔ꓩס侷璇剹ך
Dan Jurafsky and James H. Martin׾ֵ 詇 Speech 
and Language Processing. 3rd ed. Draft2023䓜
霂倀桬ס睗 3 皹5 皹6 皹7 皹ն♧┫ت؞ط
㵼؅⫏מ⯼◜ն⺇颉气ֿג׊؅齡鞅ש⽿כع
䬎䓜脢ֿ⫐㵼ך⫏颉聋׊䧯✑魕倣؅ג״כױ
䔿סն颉聋גז牞霼؅鉿ס溪銨؅鉿ַ槏闋ס
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⶯עך鞅סײ䪫銉⹳ךعت؞طצ氠ַי׿׼
㵼⫏סعت؞طնגזꂉ׽䪫銉؅䮴ס鞃僻׾ַ
ַכցג״؅ր鞅׿א׀כגז־ם׼־⮔ֿ
ֹ枱䡢؅✇מ״ג׾׌מ鉿ַֹכ־גַיזゼ
ַ؅䩘ֿמ׽־⻄⺇颉气ֿ؅عت؞ط鞅׳갾
銨阾؅ס⺴ր阾ףֻ❛䪫銉؅גַי׊溪ⳛמ
牞霼׾׌ցր鏿겧ם㎫ֿ⮂ג׀י㖪⻉祔
儅٬⻎㒘ס㎫ס⯁סعت؞ط؅砈䨾׼־䱱׌ց
瞏⪽✄溷ם䩘籽ךٜيٝס׀⮬䮕ג׊ն 

 
ք㎫剹녓䝠㖥㳔槏韢煝疴օ䬎䓜⬭侷䱅٬岉匆
➿㝚ꋝ 

勓䱅噺עך㎫剹녓䝠㖥㳔מꫀ׾؂ⷆ㛶韢倀
倀桬י׋鮫鞅؅ꄼס勓ג׊䧯✑ךⶻ噺韢倀׷
׷偙ײ鞅ס倀桬מ׵ככ׾׌㵼؅槏闋⫏ס
韢倀ס剹׀偙؅לם㳔؆דն鮫鞅ג׊勓ע,ւ⪪
皑㎫剹녓׾ֽׄמ䭰㴻硄槏脢⯜䍲փ,ւ너饦侷芌
ס鞅脢כ؅ゼֹ剹朮⺮婹ס獗⚶㳔փ,ւ鞅剹ס
ꁿ♣փ,ւ剹朮ס傽稌ꫀ総փ,ւꁿ♣傽勓׾ֽׄמ
鞅剹כ獗⚶侷芌փ,ւ鱳㘶؅篑닫׾׌փ׾ֵךն 

⪽✄溷עמ⺇颉气ֿ䬎䓜׾׌勓מ㸐י׊,◜
ג׊溪銨؅鉿ַ溪銨י׊؅氠䟨ْٖةٝמ⯼
⺇颉气蔦麃ֿס♑׷כ׆גז־ם׼־؂⺇颉气
מ㵼⫏׷偙׀剹ס倀桬כ׆גז־ם׼־؂ֿ
㸐׾׌䟨锶؅饗韢؅ꄼי׊阧韢גזַי׊ն 
 
ք㎫剹녓䝠㖥㳔杅⯁颉聋օ䬎䓜㵉〉⬭侷䱅٬
尊⫐庄 

勓颉聋עךր槁♣׾ֽׄמ㎫剹녓ס頲ゼ꾴ց
׻מ颉气⺇כ颉聋׾׻מ〈侷י׊כُ٭ط؅
עךն颉聋ג׿٤ֿ鉿؂٘ب٭ط٤حٝو׾
㎫剹녓׾׃״؅ 2022 䌑٬2023 䌑ס愲嵣ֿ闋鞃׈
ꈷ剹׾׻מ塌茣㎫剹녓ס㎫剹녓־׮ג׿
㎫剹녓כ剹禶ס㛿┪סꫀ総מꫀ׾׌ゼ꾴䳀鱍ֿ
׌ꫀמ㎫剹녓י׋颉聋؅ꄼעն⺇颉气ג׿׈ם
焒餟㎫剹녓؅煝疴٬嗱׾׌ꫀמ⻔ⳛס♣槁׾
阧׾׌갾ס镄掾؅䕑גնגױ悍肪鞏꾴؅ꄼ׋
׾׌鞪吉؅陭阛ع٭آ٤ؓ׾׌ꫀמ㎫剹녓י
갾ס汦䟨掾؅㳔؆דնע٤٘ب٭ط٤حٝو
⻄⺇颉气ֿ槁♣ס㎫剹녓מꫀ׾؂韢掾؅䳀獏׊
כ׾׌٤٘بش؜تؔظך⫏䱅噺יַחמ׿א
ַֹ䓺䑑ךꅼג׿׼״ն箩節עُ٭طג׿׈

ր㎫剹녓ע㶐鯂؅畤嚋溷־׀׬׾׿⪛ׄ⺇מց
ր䝠㖥ٛע٭بٚط㎫剹녓䝠㖥㳔יַֽמت
׊כ獗⚶溷㵅鴫־׀׬׾׿׼䯚ֻי׊כٜ؞
بش؜تؔظն׾ֵךց瞏־׀׬׾׿׼䯚ֻי
ז侷〉ֿ鎢鳉鞃僻؅鉿י׋䗎מ䖩锡׊㸐מ٤٘
 նג

 
ք⮔꿔璇㳔杅韢օ䬎䓜긊䊬⳴颉䊘٬粵驟獹┞ 

مع⻄׾׌כ䖥╚气朮⮔꿔㳔؅ע䱅噺ס׆
ס饗韢םױ׉ױ׈׾؅䈩׼׿אכ闋鞃סؠش
脝㷋؅ꄼי׋ր⮔꿔כ׆׾׌ց稀薭סיַחמ
槏闋؅幾؅כ׆׾״潨溷ג׊כ䱅噺גזֵךն
䱅噺䓺䡢ע겏╚䱅噺ך㸐긖ס٤ٚؕ٤؛כ篁
颉׵כ⻄㎇עն䱅噺ג׿鉿؂׽׻מ׎؂⻉ײ
聋סאכ䔿⪢〉٤؅٘بش؜تؔظסך╚䖥
 նג׿׼״ꅼמ

䱅噺׍ױעך气朮ס課⻏岺לם气朮⮔꿔㳔
䖥槏׷倀ⵊ☭꿔㳔׽ױ㢼׼־闋鞃ם㵅鴫溷ס
㳔עך⮔꿔מֹ׻סל؅䯚ֻ־׾ַי姌מ⺜
׼־٤ؔؗ٭رꁿ♣׼־ٔبٛ؟♣ 20 ┾笫ס
⻄㳔嵞׾ֿםחכ׫气朮⮔꿔㳔ס婹⺮؅俠槏׊
ُ٭طםꓨ锡׾ֽׄמ气朮⮔꿔㳔עն䔿⶯ג
饗韢סיַחמ㴻聋ס甦־✇עכ甦׾ֵך
甦ゼ꾴מꫀי׊䱡גׅ┫׽նי׊א⽟劻
銨׾ֽׄמ⮔꿔ס杅䖇蔦撬⮔꿔׷☭掿⮔꿔מ
؅脝ؠشمعסלם־✇עכ潨溷ס꿔⮔׾ֽׄ
㷋ג׊ն⪢✄؅ꄼי׊⪽✄溷ם气朮לם❛◜ס
ֿ骅㶠מ箩節׿׈槏闋סⲙׄגזםכն㎫剹
녓䝠㖥㳔׾ֽׄמ⮔꿔؅־✇עכ脝ֻך┪׾獏
ぃמ㶠؆ד䱅噺גזֵךն 

 
⠥☭煝疴嵛ⳛ㖥⼴ 
 

㎫剹녓䝠㖥㳔煝疴㵍 ⷆ㛶鞏瓦 
ֈ喖㻗⩱虘։ 

傽勓ס⪪⪴㎫剹녓ס糹⻉潨ꜗ◜噺ךױ׿׆ע
塌מ♀䔿ⲯ卸溷־סג׀י׊塌茣מֹ׻סל
茣׼ג׊ֹלעמ׾׌虘ַַֹכ־ס 2 ゼַסח
؅皑י煝疴؅ꅼ׾ַי״նסא煝疴ꇃ瓦ך㐌
偙ס㕈狸溷蔦岕✄硄┫ס㎫剹녓יז׻מ䌮㔔ך
䓺䧯׾׿׈ꅙ䶏塌茣סיַחמ㴻ꓪ⮔卥כא
׌嵛氠ךꅙ䶏塌茣؅ꌬꇓ䍟澛㔔ג׿׈❿雄ך׆
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ն䓜霂煝גז䍲⮔卥؅鉿⯜סיַחמ茣䙎⺪׾
疴䧯卸עրّطتب簡⻉כ㔔⫐魕倣䵱ꃻ粵מ
٭٠عشؾ㎫剹녓⪳⪫ס㐌偙׾׿׈䓺䧯יז׻
ַכ脝㷋ցג׊䍲⮔卥؅ꄼ⯜כ㴻ꓪ⮔卥ؠ
ւ傽勓㎫剹녓䝠㖥㳔⚶霺փך韢倀סٜعؕذֹ
vol. 69, no. 3 ׀籽׀䑛׵ն♀䔿ג׿׈䲔鼥מ
┪阾ゼַס瞩؅䱱ַׂיזնסא갾⮔卥ס镄
閣מ糹⻉潨ꜗס紬䧯偙岺ֽצ׻㎫剹녓ⶾⲇ
 ն׳篁׽⺅י؅䰕ֻײ篁♐ס
 
ֈ珿寏冝㲳։ 

ⷆ㛶韢倀עُ٭طס⪪⪴㎫剹녓ס鞅剹呾⫐ئ
䍲溷⯜סتل٭ئ1鞅剹潸鞻׽ֵךتل٭
煝疴כ2鞅剹潸鞻鮐ゼס⮔卥׾׻מ⯈氠脢ؼ
鞅剹潸עךն♀䌑䍲1׾ם׼־煝疴סث٭
鞻ֿتل٭ئ傽勓ס⪪⪴㎫剹녓汔׏םך䱖ꯙ׈
כ鞅剹䭰㸬״ג׾׌מ־׼؅僻־סג׀י׿
鞅剹潸鞻סꫀ総מ濪潨׊婹⺮溷מ俠槏׾׌✑
噺؅ꅼ׾ַי״ն2עך吉鞅韢倀ס㕂瞉מ
؅׽־䩘ֿ׌ն☭չֿ倀㳔✑⿣؅䱱ד؆篁׽⺅
阾ꃍ׊ٝت٤ٝؒن鮐ゼסכꇙַ؅僻מ־׼
כ겏阛ס鞅剹潸鞻鮐ゼס㵅갾מ؅鼎כ׆׾׌
⮔卥✑噺؅ꅼג״ն䌑䍲⫐מ㕂瞉؅㴞◗׎׈
ւ傽勓㎫剹녓䝠㖥㳔⚶霺փמ䫋畇׾׌ն 

12ֽם 劓מ╚㎼٬㎂㎼㐌ⶓ㎫剹녓㐌ⶓ⯁煝
⟵倀ꌃ璇㳔澈٬䀁呧澛侷芌㣗〉⚶╭⥎ס颉
䊘❸꾙؅⺇ׄ䀁呧澛皑㎫剹녓؅陧ג׿ն2 劓מ
颉䊘❸꾙ס⟵澛⫐舓〉煝׵ך㶠㻗澛皑㎫剹녓ע
⪪⪴㎫剹녓עتل٭ئ鞅剹潸鞻׀דג؅ַ
 նג׿䘼؂כ稀㴻瓦䍲ꫀ䖥ֿ둚ַיַֽמ槁㖪ס

 
ֈ劀Ⲏ։ 

♀䌑ס٤ؓٛٚهؕٚعؠؘةهئ⯈氠脢
هئ׍ױնג׀י״煝疴؅ꅼ׾׌ꫀמث٭ؼ
傽כ蝠靣ג׊מ٤؅㸐骭ؓٛٚهؕٚعؠؘة
勓靣ס倀桬מ㸐׾׌倀桬ٝ؅٭ٖل鉿ַր㝕
㳔㎫剹녓٤؅ؓٛٚهؕٚعؠؘةهئס㸐骭
╚嬟鼛؅ס傽勓כ鞏꾴-蝠稌כ槁枱ס煝疴ג׊כ
䖥י׊כ-ցכ꾴٭ٖلٝ׾׌韢倀״כױ؅,䫋畇
ס♑ס⫏ր㝕㳔,׊婞⟵׵⟵㛶韢倀גױնג׊
٬ٚؕعؠؘةهئג锶׼־嬟鼛סכتل٭ئ
יַחמث٭ؼח㝕㳔ꯖ气ֿ䭥ס׫٤ؓٛٚه

ˌ匯☒㝕㳔㝕㳔ꯖ侷芌㳔煝疴璇י׊מ❛◜؅ˌց
ն׾ַי״؅ꅼ⤫徙ס槁㐂䫋畇״כױי׊꾴כ
劄䔿מ♀䌑עⷆ㛶韢倀ס㕂瞉׵ꅼ״ⷆ㛶韢
倀ס睗 1 皹מ⻻׳煝疴芻再׷煝疴潨溷סלם⫐㵼
؅俠槏ג׊ն 

 
ֈ⻏⠡僃ꌬ㳌։ 

儨䌑䍲מ䑛׀籽׀ⷆ㛶韢倀㕂瞉יׄ⻔מ煝
疴؅ꅼג׊ױ״ն勓䌑䍲מ╭ע⩰鉿煝疴ֽמ
׾׌銨槁؅圸䧯ם韢槏溷ג׀י׿׼׋韢יַ
ն韢ג׊ױײ篁׽⺅מ٭ٖلٝ׾׌ꫀמٜ؞ت
槏溷מ銨槁؅כ׆׾׀ך嗱阧ג׊韢倀׷韢槏
溷מ銨槁؅כ׆׾׌雄❿ג׊㵅隍煝疴׽⺅؅┪
ׅ債㲽ס侷芌㳔煝疴ֿ韢槏溷מ銨槁כ׆׾׌
ն煝ג׊ױ׊؅俠槏־ג׀י䯚ֻמֹ׻סל؅
疴䧯卸ע2023䌑 6劓ס傽勓㎫剹녓䝠㖥㳔⚶儣㳌
煝疴겏⚶ך溪銨ג׊ױ׊ն♀䌑䍲╚ס韢倀䫋畇
 ն׌ױַי״㕂瞉؅ꅼס韢倀٭ٖلٝׄ⻔מ

׾׌ꫀמ٭بٚط䝠㖥ٛכ⪪⪴㎫剹녓גױ
煝疴؅鉿ַג׊ױն⪪⪴㎫剹녓ֿ帎너׀׬׌䝠
㖥ٛ؅٭بٚط㴻聋٬嗱阧ג׊韢倀؅㸐骭ٝמ
׿׼䯚ֻס嚣䗻٭بٚط؅鉿ַ䝠㖥ٛ٭ٖل
偙ֿٛ٭بٚط䖩锡׾םכゼ꾴陭㴻ٛٚط
ꫀ総סכ㺲䙎ꫀꅙ嚣䗻ס✄╭׾׌┰ꫀמ٭ب
؅僻ג׊ױ׊מ־׼ն煝疴䧯卸؅ւ气布㳔肪㕈
潒篑ㅰ煝疴փמ䫋畇׊䱰䫘ג׊ױ׿׈ն 
 
ֈ㣥❸ꀲ։ 

♀䌑䍲ע儨䌑䍲מ䑛׀籽׀阋靣؅鞅׳䪫銉מ
ꫀ׾׌煝疴؅鉿גזն 

ך侷芌㳔׷䖥槏㳔עցٜ؞ت׳ր鞅ךױ♀
㸐骭ֿג׿׈כ׵׿ל鞅؅כ׆׳䪒ֹ免מ阋
靣㳔׼־⮂溪׊鞅סٜ؞ت׳㜽㐂ⵊ׷稀薭ⵊ
㎫剹עցכ׆׳勓匡ր鞅מ׼׈նַם׀ךע
녓䝠㖥㳔ס煝疴㸐骭ֿד׀׬׾ֵך㎫剹녓䝠
㖥㳔ֿ鞅׳煝疴סיַֽמ⛺翝♕ֿׄ׽׀זע
ך⛺㕈勓煝疴ⷃס㎫剹녓䝠㖥㳔׍׼ֽי׿׈
ך╚ס煝疴׳嚣䗻ֿ鞅סցع٤ْٖ؞غր׾ֵ
ע♀䌑䍲מֹ׻ס׆նג׀י׿׈摾镄ׯ׮ע
׼槁枱؅僻ס煝疴׾׌ꫀמցٜ؞ت׳ր鞅מ╭
׌ꫀꅙ״؅㢼٭ٖل倀桬ٝמ״ג׾׌מ־
ס稀ꌃס٭ٖل倀桬ٝסאնגזם噺؅鉿✑׾
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䧯卸؅ր㝕㳔气׾ֽׄמր鞅׳ց׾׃״؅כ׆
鞏꾴־ס׵םֹ׻סלעכցַֹכ銨꾴ך 6 劓ס
傽勓㎫剹녓䝠㖥㳔⚶ך溪銨ג׊նמ׼׈12 劓
ס A-LIEP (The Asia-Pacific Library and Information 
Education and Practice Conference) עך䭰㸬侷〉ס
䔔嶓㿓侷䱅סכ⪴⻎煝疴ُ٭طי׊כրThe 
Question of Reading: A Documentational Perspectiveց
鞅מכ׆׳ꫀ׾׌鞏꾴סع٤ْٖ؞غ镄掾
 նג׊؅溪銨׼־
 
ֈ苪楃։ 

♀䌑䍲 4 劓׽׻ⷆ㛶鞏瓦מꅼ㳔׊㝕㳔㎫剹녓
ն䌑ꪨ؅גז煝疴؅鉿יַחמ㳔肪녓׾ֽׄמ
ꄼי׊煝疴מِح複Ⲏ׊煝疴؅ꅼסך┪׾״
⪽✄溷ם䩘籽؅׀㳔חחצⷆ㛶韢倀ס圸䞯؅
םնր朮槏溷ד؆篁׽⺅מכ׆׾׌מ僻牞׽׻
疾ꪨסי׊כ㝕㳔㎫剹녓ֿכַם✇ֿם׀ך
מ⪽✄溷׊煝疴鞏꾴؅陭㴻ַֹכց־ַ
1960 䌑♣ס匯☒㝕㳔ꁿ♣ⵊ侉긞׼־槁㐂מ蔷׽
糹⻉㎫剹녓כꌃ㹾㎫剹녓؅⻻״匯☒㝕㳔圸⫐
מ״ג׾׌㜟ꈴ؅俠槏סت٭ًتء٤ؼ٭ٚס
ւ匯☒㝕㳔ꮩ㺲㎫剹녓㖥⼴剹փւ匯☒㝕㳔溯
䌑⺮փסלם匯☒㝕㳔מت٭ًتء٤ؼ٭ٚס
ꫀ׾׌⺮倣؅嗱阧׊倀桬鞪吉؅鉿גזն煝疴
溪銨י׊כ12劓מ A-liep2023 䧯ס㛶煝疴⟵ימ
卸؅䫋畇٬⺚꾁溪銨ˑThe Development of Learning 
Spaces in University Libraries Based on Changing User 
Needs˒؅鉿גזնגױٝ٭ٖل韢倀ס㕂瞉מ⻔
׌ꫀמ㖪䨾׾׌焒餟؅謾畤כ㝕㳔㎫剹녓יׄ
 նג״؅ꅼ⤫徙גׄ⻔מ俠槏䫋畇ס倀桬׾
 
ֈ╚㹼䎘努։ 

♀䌑䍲 4 劓מⷆ㛶鞏瓦מ⪜㳔׊ⷆ㛶韢倀ס圸
䞯؅㢼ג״ն㎫剹녓׾ֽׄמ䝠㖥סتل٭ئ雄
նג׊煝疴鞏꾴؅脝㷋׼־긖ַֹכ圸碎⫙כ❿
⪽✄溷עמ䕋匡׾ֵ׼־㎫剹녓ס䝠㖥ل٭ئ
ײ卽篁ַֹכ㎫剹녓ך┪גֻױ㜟ꈴ؅鵕סت
㎫ג锶׼־稀薭تل٭ئ䌮ׂ䝠㖥׍׿؂׼כמ
剹녓םֹ׻סלעכ⛺翝׵־ס׾ֵמׄט⻻״
٭ٖلٝך┪סאն׾ַיײ嚣䗻俠槏؅雧ג
韢倀ס㕂瞉גׄ⻔מ鞪吉⮔卥؅ꅼג״ն╒鉿
ⷆ㛶עך㎫剹녓䝠㖥㳔槏韢煝疴ג׊複Ⲏי׊

韢倀ג׊מכ׵؅㎫剹ס颉鞅؅ꄼי׊ⷆ㛶韢
倀ס圸䧯岺؅╚䖥מ槏闋؅幾ג׀ךֿכ׆׾״ն
ס✄蔦כ׆׾׌⮔꿔עך⮔꿔璇㳔杅韢גױ
槏韢؅㳔ש塌⚶ֿ䕑׿׼蔦麃ס煝疴鞏꾴ס嚣
䗻俠槏؅ꅼך┪׾״䔢皑ג׀ךֿכ׆׾יն♀
䌑䍲ע䑛׀籽٭ٖلٝ׀韢倀ס㴞䧯כ䫋畇מ
י׊אն׾ֵך䞯㴻ַׂיז噺؅鉿✑יׄ⻔
姌䌑䍲׼־䝠㖥מتل٭ئꫀꅙסذ٭ظג׊⮔
卥؅鉿ַ杅䖇ס牞霼؅雧כַגײ脝ֻ׾ַיն 
 
㎫剹녓䝠㖥㳔煝疴㵍 ⟵㛶鞏瓦 
ֈ묛䖥靣։ 

勓䌑䍲عت؞طמ╭ע⮔卥כ⟵㛶㕂瞉׽⺅מ
篁؆דն⪽✄溷עמ⸮勓Ώס⫕◝כ陹勓ΐכ
Α؅煝疴㸐骭י׊כꈷ׊⮂צّثؼؘِن脌
陹ס镄掾׼־沌גזם陹勓מ❈氠ג׿׈㟕䙎
靣כ㎂ّثؼؘِنסח脌陹偙汻؅嬟鼛ֿם׊
מ╭יַחמ卥⮔סն㟕䙎靣גז卥؅鉿⮔׼
睗◝皹כ睗┩皹׾ֽׄמ倀勒雗ס❈氠מ峜潨׊
⪡יַחמ卥⮔ס脌陹偙汻ّثؼؘِنնג
⪭ 皹 מ ֽ ׄ ׾ ⯼ 剹 ׀  Prefacing  כ 荔 峜
Footnotingס❈氠睗◝皹כ睗┩皹׾ֽׄמ
鎢鳉כ׆׾׌Supplementingכ׆׾⺅ז▗כ
Hijackingמ峜潨ג׊նסא篙卸㟕䙎靣מꫀ
䩘׽靣י׋倀勒雗؅ꄼמΑֿ꾗緽׽׻ΐי׊
偙汻סח㎂׿׼㥌ֿ⳰锶׾׌㟕䙎䙎؅䒣鞪ס
氠ֿ镸㷋❈ס荔峜כ׀剹⯼׵כ⫕◝י׊ꫀמ
ֽמ倀⸮ךכ׆׾׌ΐֿ鎢鳉׽׻Αֿג׿׈
锶ֿ⻔⥰׾䳕ֻ׀銨槁؅剹׾׌䙎䈼؅凉獏׾ׄ
 նג׿׼

ΏWoolf, Virginia, A Room of Oneˏs Own, England, 
Hogarth Press, 1929. 

ΐWoolf, Virginiaւ蔦⮔ס׽כץꌃ㺑փ[A Room 
of Oneˏs Own, England, Hogarth Press, 1929,] 曩㻗筆
笫陹, 䌐⭡獗, 2015. 

ΑWoolf, Virginiaւ蔦⮔סׄדꌃ㺑փ[A Room of 
Oneˏs Own, England, Hogarth Press, 1929,] 䈢勓귿㲳
陹, ׍׌ײ剹䨻, 1988. 
 

ֈ勓氭⹵╹։ 
勓䌑䍲ע儨䌑䍲׼־䑛׀籽׀鏿俙ס脌陹

ꪨס䈼沌؅阾ꃍסّ٭؞تס״ג׾׌崟絊؅鉿
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脌陹倀剹יׄ⻔מⲯ椙ⵊס阾ꃍמ׵ככֹ
㸐ס⮔ⰺס蔦ⳛⵊ׽⺅מ篁ײ⟵㛶韢倀؅㕂瞉
 նג׊ױ׊

ג׊儨䌑䍲㵅偡עיַחמ崟絊סّ٭؞ت
ّ٭؞تיֻױר篙卸؅ס雄❿㵅닫סّ٭؞ت
؅侉虘׊侉虘䔿מّ٭؞تס㸐י׊⪴⻎煝
疴脢ס偙չׇסⶾⲇכ׵ס 2 䍲潨ס雄❿㵅닫؅㵅
偡ג׊ױ׊նגױ儨䌑䍲㵅偡סّ٭؞تג׊
圸碎׼־ 1 䍲潨ס雄❿㵅닫סךױ⫐㵼יַחמ
ג׿׈⥎ꪛךؓٛ؝ٜه HumEval'23 ⺚꾁溪銨ך
؅鉿ֹמ׵ככסّ٭؞ت圸碎׼־ 2 䍲潨ס雄
❿㵅닫סךױ煝疴ג״כױ؅韢倀؅韢倀霺מ䫋
畇ג׊ױ׊ն 

⮔ⰺס蔦ⳛⵊעיַחמ♀䌑䍲׵䝠㖥ꄼ⟤
煝疴塌圸י׿⪛ׄ⺇י׊כوشب٤٭ذ٤ؕך
8׀דגַ 劓勒׽׻跥氭磌宋ׇס䭰㸬כ׵ס煝
疴׽⺅מ篁؆׌ױַךն煝疴䧯卸עיַחמ
2024䌑 3劓מ鉿׾׿؂阋靣⭦槏㳔⚶䌑姌㝕⚶מ⻔
 ն׌ױַי״؅ꅼ⤫徙ס溪銨׊畇؅䫋畇◙יׄ
 

ֈ戦獹齇։ 
勓䌑䍲ע塌唩脌陹ס雄❿氠מتق٭ؤ㸗ꪎ

氠靣׾׌┰♕؅ءذ✑噺׽⺅מ篁ײסא⫐㵼
؅⟵㛶韢倀ג״כױמն⟵㛶韢倀עך塌唩脌
陹יַֽמ㸗ꪎ氠靣؅雄❿סכ׆׾׌ꓨ锡䙎כ
氠靣ءذ♕┰✑噺׽⺅מ篁סכ׆׳䟨聋ַחמ
✑גױնג׊מ־׼僻י׊ꫀꅙ煝疴؅ꄼי
噺㸐骭מتق٭ؤ㸐׾׌⮔卥ֽ٭ؙٚצ׻⟵婞
✑噺ס⫐㵼מ⩧؅氠靣ס״גס┰♕ءذ㕈徙
؅陭㴻ג׊նמ׼׈ס׆㕈徙יז⯵מ圸碎׊
מն勓煝疴ג׊卥؅㵅偡⮔י׊㸐מتق٭ؤג
⪫ס׫㜽ꌃג״؅⻻ءذסتق٭ؤג׊圸碎י
銨מꫀעי׊ذ٭ظ䳀❵⩧ס锺㴻מ䕋יז
♀䔿⯜䍲溷ם俠⤫؅ꅼַׂי״◙㴻׾ֵךն 

⟵㛶鞏瓦ס 2 䌑ꪨעך䔔嶓㿓侷䱅כ״׋ע؅
؆׈ׂג׼־溺坎ס㎫剹녓䝠㖥㳔煝疴㵍׾׌
׆ס㝂ׂ׀דג؅ַتؕفغ٬ؓع٤ْؤס
׊幾ׂ䠊颍氰מ׆׆նגַדגַי׎ף؅㳔כ
 ն׾ׅ┪
 
 
 

ֈ偙鱩럭։ 
勓䌑䍲מ╭ע⟵㛶煝疴ذ٭ظס⹺겏٬⮔卥כ

⟵㛶韢倀ס㕂瞉מⲚג״ն⟵㛶稀䌑潨׼־㢼ױ
׽׻מכ׆ג׿׈槁㵅鍮ֿ㴞䧯⫙ס䩘岺גז
מצ׼ם卥⮔׾׌㸐מ偙ꓹ篙卸ס⹺겏ذ٭ظ
脝㷋ס卽篁ײ圸碎מⲇג׀ךֿכ׆׾׿⪛؅ն
⟵㛶煝疴ע Web ❈ך╚סאכ杅䙎סص٤ط٤ؤ
氠׾ַי׿׈㸗ꪎ氠靣㸐陹㸐ס⛺翝♕ׄסכꫀ
総闋僻؅潨溷י׊כWeb 蒈ַֹכص٤ط٤ؤ
㝕ם嚣䗻؅ꈌ⮗ח־✄笠溷מ⹺겏٬⮔꿔כ׾׌
ַֹ䘼脝٬㵅鴫ך╚ס㝂ׂס焒锶ֿ䕑ג׿׼ն
Web 潸ꇙ掾٬杅ס✄筤㪽ם稀薭溷כص٤ط٤ؤ
䖇؅霼餟׼ֿם׊㸗ꪎ氠靣㸐陹㸐ס❈氠ֿ獏
ךכ׆杅䙎؅ꓪ溷٬鮐溷脝㷋؅鉿ֹ׾ם沌ג׊
煝疴ס潨溷؅⮴婧溷מ闋僻כג׊⻎免מ煝疴
גױնג׀ךֿכ׆׾׌婞⟵؅嗱隍٬ײ卽篁ס
⟵㛶煝疴ס䧯卸ע 12 劓ס A-LIEP2023 俠槏٬溪ך
銨׽׻מכ׆ג׊⟵㛶煝疴ס锶潲עיַץ׊
⟵㛶韢倀ס㕂瞉׵䯴׽煝疴ס⫐㵼ׂםךׄד
煝疴鉿掿蔦✄מ┪⻔ס鬚桬ג׀ךն 
 

ֈ跥◪➿蝠։ 
♀䌑䍲׽׻匯☒㝕㳔䈰㳔ꌃ׼־㳔갾䝠㖥㳔䍟

倀ⵊ٬☭ꪨ䝠㖥㳔ت٭ؤ⟵㛶鞏瓦מꅼ㳔׊ױ׊
塌יַֽמ꽝㔔ס倀蛮脌陹ע׼־ն⟵㛶鞏瓦ג
唩脌陹ַֿמ־⯈嵛氠ַֹכ־׾׀ך煝疴؅ꅼ
٭ئٛע勓䌑䍲ך׆אն׌ױַי脝ֻכֹ׻״
׼ם䱱筺ס鉿煝疴⩰׷瞬㴻ס٤٘زتؙؠز
حն煝疴ג׊ױ״⳴מ㳔肪ס塌唩脌陹䪫銉מצ
鉿煝疴䱱筺⩰מצ׼ם偙״ꅼס煝疴יַֽמِ
ַֽמ㎫剹녓䝠㖥㳔煝疴偙岺韢צ䩘岺؅㳔ס
ն槁免掾ג׊ױ׊蔦撬阋靣⭦槏䪫銉؅嚣镸י
❿塌唩倀蛮脌陹؅雄י׊כ⻔偙ס㛶韢倀⟵ך
מ؅潨埉כ׆ַֹכ׾״雄❿䭰埉؅㴻ס갾׾׌
ꅼכֹ׆ַי״脝ֻ׌ױַיնסא稀欎י׊כ
塌唩脌陹כ☭䩘脌陹؅ⷃ靣镩㶔䍲ַֹכ镸掾־
䌑ֿ僻ׄגױն׌ױַיז鞪吉؅鉿׾׌嬟鼛׼
ס٤ظ٭ؘؗت׼־י KTH 鉿מ䳕汦㳔★׫偙ס
؆篑닫؅畤״焒锶؅⻻םն䪫銉溷׌ױַיז
 ն׌ױ䘼ַכַג׊־气מ煝疴嵛ⳛס匡䌑䍲ך
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ֈ椟樣⡜։ 
I began my master's program in October of this year 

and have primarily concentrated on two main tasks. 
Firstly, through literature retrieval and reading, I 
preliminarily identified the topic for my master's thesis, 
which focuses on exploring the relationship between 
interdisciplinarity and academic impact in the field of 
library and information science. Specifically, this 
research aims to investigate the interdisciplinary 
collaborations of library and information science with 
other disciplines and to examine the effects of the 
interdisciplinary nature on citation impact and disruptive 
innovation from the perspective of articles. Citation 
impact and disruptive innovation serve as two distinct 
indicators used to measure the academic impact of 
articles. Secondly, I synthesized indicators from earlier 
studies that measure the interdisciplinary nature, citation 
impact, and disruptive innovation of articles. 
Additionally, I initiated the process of learning data 
processing and analysis methods used in relevant 
literature to prepare myself for the upcoming research. 
 
獗⚶侷芌㳔٬气布㳔肪韢煝疴㵍 ⷆ㛶鞏瓦 
ֈ⪜尉⨲㲳։ 

勓䌑ע⮂氙מ⛘ֹ䌑ꪨס⚪㳔؅篑י䕮㳔
ذ٤ج㎦곓佻䴈צ㳔ס׵ל׆匯☒㳔蛮㝕㳔׊
鞪גׄ⻔מⷆ㛶韢倀㕂瞉י׊鉿╒כ⳴ⳡסך٭
吉؅ꅼג׊ױ״ն 

♀傽溷ם侷芌珿獭ס⫙闋ꓡיׄ⻔מ⳴ⳡ⩰
⫏㝂坎ⵊ㳔吾٬吾סצ溫吾杅❛吾㳔┮סך
㺇㖪䨾׾ֽׄמ㳔סצ雄❿מꫀ׾׌煝疴倀ꌃ
璇㳔澈㣗阻鞪吉כ屡絭澛⻏饦䉖٬嶓庒䉖瞏מ
ꫀמ侷芌珿獭㵅鴫ג׊㐌㔔ֿꅙ䶏כ㳔吾׾ֽׄ
鞪吉璇㳔煝疴魀ⲙ䧯◜噺㕈潒煝疴׾׌ C⮔䬎
煝疴脢؅ꅼ׌ױַי״ն勓䌑䍲עס׼׿׆
煝疴䧯卸ס稀ꌃ؅▟䈣侷芌㳔⚶傽勓獗⚶侷芌
㳔⚶יַֽמ蔦氮煝疴溪銨י׊כ鉿ַ槁㐂韢
倀סי׊כ溪銨יׄ⻔מ嗱阧؅幾׌ױַי״ն 

 傽勓獗⚶侷芌㳔⚶ 70 ⽟䌑阾䗻◜噺⮂曫גױ
ւ槁♣獗⚶侷芌㳔◜⪿♳փ2024 䌑䍲⮜鉿
◙㴻ס溪鉿מ⻔ׄր睗 6 皹㳔吾ס⫙脝٬⫙气
睗 ز٭ٞوؓס獗⚶侷芌כ 8 硼סי׊כّ٭ز

㳔吾ؠ٭٠ٜٔب٭خٜ٭ؠتכցס꽃潨ס⮔
䬎㕂瞉׵䬎䓜ג׊ױ׊ն 
 
ֈ千㹼劔耘։ 

儨䌑䍲מ䑛׀籽׀1970ˉ80 䌑♣ס껜㎼ֽמ
ככ魕倣⹺겏؅鉿ֹ׾׌ꫀמ芌⩼ꆻⳛ⻎⪳׾ׄ
侷芌鬙׷㝕㳔⪜雧⯜䍲ס傽勓ע♀䌑䍲מ׵
侓לםיַחמ獗⚶侷芌٬气布㳔肪♧㜽ס侷
芌מꫀ׾׌鞪吉㖥⼴剹ס㕂瞉׾׌؅塌⚶ג؅ַ
嵞׼־⚶獗⚶侷芌煝疴ؓة匯ؓגױնגַד
气ג׊껜㎼סّٚ٭ؚن煝疴⚶מ♀䌑䍲׵䑛׀
籽ך٤ٚؕ٤؛׀複Ⲏ׊껜㎼䌐气侷芌ס 1 䌑ⳛ
նג׊؅䬎䓜⮔ꌃס걀ַֿ脢䌐气侷芌יַֽמ⻔
10 劓מꪛ⥎ג׿׈ր傽껜㳔銉★嵣煝疴㝕⚶ցמ
◜㳔⚶䌙ֿגז־ם؂ם־ע複Ⲏס䓜傽ע
 նגז䶏؂מ徙⤫瞏ꆻㅰ⯼◜י׊כ

 
ֈ霒炼։ 

勓䌑䍲׵儨䌑䍲ס׼־ゼ꾴䟨餟؅䑛׀类ׁ
╚㎼┪嶮סך 3 䌑ꪨס怪㐂╚מ⹺겏ג׊倀桬魕倣
20מ槁㐌鞪吉篙卸؅㕈כ ┾笫⮴꾁׼־槁♣מ
蔷סךױ׾╚㎼׾ֽׄמ耘銉녓侷芌ס婹⺮כ䔢
ⰺמꫀ׾׌煝疴鞏꾴؅䪒ֹⷆ㛶韢倀ס㕂瞉؅鉿
סր╚㎼י׊כ稀ꌃסⷆ㛶韢倀גױնגז
┪嶮䉖׾ֽׄמ耘銉녓כ獗ⶓסⶾ⦍׽⺅ס篁ײ
ˌ┪嶮סւ蛮銉獗ⶓփؤ׾ֽׄמعؠؘةٞو
ַכցי׊濪潨מ㵅鴫סت٤ػف؝ؔطؼِٖ
ֹ韢倀؅傽勓侷芌佻䴈ⶾ⦍㳔⚶סւ侷芌佻䴈ⶾ
⦍㳔煝疴փVol.5 ؅䫋畇ג׊ն槁㐂吉鞅篙卸䔵
ֵך╚㕂瞉׀籽׀䑛׵⮔ꌃס♑סⷆ㛶韢倀ה
侷芌㳔ؓةؓי׊כ煝疴嵛ⳛס־׮סאն׾
⚶睗 18 ㎇㝕⚶ימր╚㎼׾ֽׄמ㐌㔔耘銉녓כ
侷芌塌ꫀסꅙ䶏׾׻מꤥ魼侷芌ّٚءٞوˌ嶀
尉澈衩⸮耘銉녓סꅙ䶏◜❛؅╚䖥מցطַֹכ
 նגז溪銨؅鉿ךُ٭

 
ֈ㕑勓冨崎։ 

䑛׀籽סٜ٭ٌ⪳⪫׀俠⤫ꇃ瓦מ濪潨׊㐌
㔔⛿宐סכꫀ׷׽؂偡陭ס䭥ח㳔肪ס塌茣חמ
蔦גז䶏؂מ⤫ն偡陭俠׾ַיז煝疴؅鉿יַ
岕✄舓〉ס׫臝׷׽⺅׀魕倣ס鞪吉؅鉿ַ韢
倀ס䫋畇׽⺅גׄ⻔מ篁؅ײ籽ׄ׾ַיն 
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⚶塌׾׌ꪛ颉䍴؅㵅偡⪫ימ䖅䀁㝕㳔גױ
嚝㊭؅מ׵ככהג׵ל㲳ס㐌㔔׀דג؅ַ
✑䧯׾׌颉䍴؅㵅偡ג׊2023 䌑 12 劓ն 

י׊複Ⲏ؅ꄼס׫⚶㐌㔔倀ⵊ煝疴־׮סא
銨槁٬倀ⵊ嵛ⳛס㵅鴫יַחמ㳔צ倀ⵊ偡陭
גױն׾ַיז鞪吉؅鉿ס׫ײ篁׽⺅ס㐌⻄׷
匯☒ꌬ倀☒ⶓס NPO 岺☭ր銏 ing 勓ꌢցס嵛ⳛמ
複Ⲏ׊䌮㖥霺ס✑䧯؅לם鉿גזն 
 
ֈ卲䗗鮂։ 

儨䌑䍲מ䑛׀籽׀僻岕劻׼־䨏⯼זג؂מ
նג״煝疴؅ꅼיַחמ䓺䧯ס耘銉ꤥ魼侷芌י
潨׾׻מ倀僻ꪛⵊ׷媧氙蕟噺גזַכ芻再ֽמ
簡׷ヂ諔ע耘銉ꤥ魼ג׊僻岕侓䍟ֿ╭㸬יַ
ַכց׾ր锶׊㺤ꪛכ׫┫׼־┪ך⽱䟨ס⯜
ֹ⠥☭ס鉿掿מ節⪜׾ַי׊כֹ׻׊ն׊ֹ׆
מ侷芌׷鉿掿ם瑭溷׍䖩עꤥ魼׾ֽׄמ倀茷ג
םעך؂ׄג׿׈霼餟י׊כ䩘嫘ס⬕꯹יַֽ
ַնגױꁿ♣㳔吾׷⪪溷塌ꫀ׾ֽׄמꤥ魼ע
偆םג焒餟؅䕑ַֹכַג潨溷מ杅㴻ס镄掾
אն׾םככ׆׌緒כֹ׻׾׌汔؅槏闋┾׼־
㳔吾侷芌עיַחמ侷芌ցסր潨ך稀偙ס
ס镸㵉׷⣨긖ם獗⚶溷י卽؅鱩ֻס⺮耘銉׷
⮂槁מꫀ׾׌饗韢י׊א宐鉴׻סליז׻מ
煝י׊כֹ׻׊מ־׼؅僻־ג׀י׿׼靣מֹ
疴؅ꅼ׾ַי״նס׼׿׆镄掾י״כױ؅䫋畇
 ն׾ַי׊畇؅㕂瞉⸮יׄ⻔מ

 
ֈꓭ☌ㄌ։ 

儨䌑䍲מ䑛׀籽׀傽勓ס PTA 婹⺮煝疴؅ס
ꄼי׊锶ג㳔吾כ㐌㔔סꫀ総⹳צ⛿宐蔦岕ס韢
掾יַחמ⠥☭煝疴؅ꅼ׾ַי״ն䨏䔿ס侷芌
侉긞ך╚ס㳔吾侷芌ס㜟㵼מꫀי׊㲳ס׵ל
蔦氮ם侷芌嵛ⳛ؅⟛걀׾׌免ꪨסי׊כր蔦氮
煝疴ց璇潨םֹ׻סלע䧯卸כ鞏꾴ֵֿסגז
׎鼥מ껜㎼嬟鼛侷芌㳔⚶霺׊脝㷋יַחמ־
 Kim, Hyoung sun.(2023).ˑHow can children's）׾ַי
individuality be developed in schools?: the challenge of 
postwar ‘Free Study’(Jiyu kenkyū) subject in Japan˒ 
Korean Journal of Comparative Education, 33(2), p.63-
87.նמ׼׈ⷑ꽝劻ס PTA 侷芌יַחמ⦍

蔦岕ס㕈潒׾םכ⺪茣䙎ע䓜免ֹל靣ַי׿׼
 ն׾ַי״כױי׊כ؅ⷆ韢־ג

ꫀ匯㳔ꯖ㝕㳔צ皑婞㝕㳔⹳׀籽׀䑛♑סא
气布㳔כ㳔ꌃ气׼ֿם״⳴י׊כ긊䊬⳴颉䊘ך
肪יַחמ㳔צ⻉ַ傽勓㟕㲳㝕㳔עך껜㎼מ
ꫀ׾׌坎չיַחמُ٭طם侷ֻ׾ַיնגױ
匯☒ꌬ┾氭驟ⶓסր㼾ַֻס؆׈ TOMOցסꆻ
ㅰ㣗〉⚶׷ TOAFAEC匯ؓؓة獗⚶侷芌煝疴⚶
ն׾ַי׊複Ⲏי׊类籽׵מ瞏ّٚ٭ؚن껜㎼ס
匯ؓ؅ؓة╚䖥׾׌כ㳔銉★嵣㝕⚶瞏עךꄼ
陹׵י׊כ複Ⲏ׾ַי׊ն 
 
ֈ氭╚㸯溯⻉։ 

♀䌑䍲ע煝疴סُ٭ط䯚ֻ؅׊ֽם鉿ַץ
佻׾ꫀ؂מ嵛ⳛ׾׌蝄脢؅佻䴈סלם׽׵׆׀
䴈脢ֿ蔦ס׼㵅鴫מ䫱ַ׾ַי䟨餟ֽצ׻ 
㵅鴫؅ꄼי׊佻䴈脢⣨׾׿׈׼ג׵מ㳔؅ؕצ
煝מ؅潨溷כ׆׾׌מ־׼僻׽׻מ٭ٖلذ٤
疴؅ꅼ׾ַי״նؕע٭ٖلذ٤䖥槏溷➜销溪
气ס⺪茣䙎ֵֿ״ג׾⡠槏㷤吉㸗ꪎ㣗〉⚶ס
䪩霼ך┪ס㵅偡׾ַי׊ն׼־׼׿א䕑ג脝㷋
ذتَימ⚶㳔ء٤ٛج٤ؗ؜稀ꌃ؅傽勓ס
ימ⚶㳔ء٤ٛج٤ؗ؜ؓٛٔ؞溪銨傽勓٭
⺚꾁溪銨傽勓溪ꇖ䖥槏㳔⚶٭ذتَימ溪銨
2024䌑 3劓ꪛ⥎מ׾׌蔷׾ַיזնؕلذ٤
ך煝疴ֿ׾ֵך╚卥؅类籽⮔׾׻מ鞪吉٭ٖ
䕑ג脝㷋؅㳔⚶霺מ韢倀䫋畇؅כ׆׾׌潨溷מ
徙⤫؅ꅼ׾ַי״ն 
 
ֈ嘼儙곢։ 

儨䌑䍲מ䑛׀籽׀煝疴ꫀ䖥׾ֵך╚㎼ס獗
ⶓ侷芌יַחמ煝疴؅ꅼג״ն♀䌑䍲ע㐌㔔
嵛ⳛ׾ֽׄמ⛿宐複Ⲏס䟨餟⻔┪מ撋掾י؅ֵ
־镄掾סع٠ْ٤ق٤ؙס٭ؔطؼِٖؤי
⚶獗ס宐⛿ֿצ㳔סت٭ي٭ؔطؼِٖؤ׼
複Ⲏס䟨餟㜟ⵊ׾ֻ┰מ䔔꼸؅⮔卥׊獗ⶓ侷
芌ֿ⛿宐ס╭✄溷ם獗⚶複Ⲏמ卸׌ג䔢ⰺחמ
ע䧯卸סאնג׊䱱疴יַ CIES 2024 ׌溪銨ימ
3׼ֿם׊־׊ն׾ֵך㴻◙׾ 䌑ꪨػٞؤס珺
ך㵅偡ֿ㎦곓ס槁㖪鞪吉םꩽ劻溷׽׻מ䔔꼸ס
אն׾ַי׊卥ֿ┮鳉⮔כ⹺겏סذ٭ظ׽ֵ
卥؅ꅼ⮔⹺겏٬ذ٭ظמ类籽溷׵♀䔿״גס
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◙ַׂי״כױ煝疴䧯卸؅י׊כꌬ䍲韢倀״
㴻׾ֵךն 

ُ٭ط׾׌ꫀꅙמ䓜霂鞏꾴׵♀䌑䍲♑סא
ז㎼갾★嵣؅鉿מ畤嚋溷ך㳔⚶溪銨׽׃״؅
٤ٚؕ؛낛芌ցրס׵ל㲳כնր㐌㔔嵛ⳛג
ךُ٭طַֹכ㐌㔔嵛ⳛցג׊؅嵛氠ٜ٭ص٤
◜❛箩節؅ꄼי׊傽勓ٜ٭َ؝٤بֽ׻
סכ煝疴脢סؓة匯ؓ׼ֿם׊㎼؅嬟鼛╚צ
䟨锶★䳕؅畤嚋溷מ鉿ַ♀䔿ס煝疴יַֽמ
焒锶؅䕑ג׀ךֿכ׆׾ն 
 
ֈ骅氭僻㲳։ 

♀䌑䍲׵嗘宐㐌⺫彴׾ֽׄמ㵅噺鎢肪侷芌
魕倣⹺ס״ג׾׌ꫀ総؅嗱阧סכ气嵛ס宐鉴כ
겏כ鞅ײꁎגזם׆؅ֽײնסא煝疴䧯卸ס稀
ꌃע儨䌑䍲ؓةؓס侷芌㳔⚶ך溪銨ס׵ג׊
ֽׄמˑ嗘宐㐌⺫彴׾ַי׊韢倀ⵊי״כױ؅
 ,侷芌փvol.17ؓةⶻ噺气㸬˒ւؓסꀸ噺鎢肪㳔吾׾
2023.11, p.56-67.նמׂכ♀䌑䍲ע⫐㐌ס㵅噺鎢
肪侷芌מꫀ׾׌韢脝׷䉾㎼╭聋׷㎼宐㎼㵵חמ
免ס䓜免ךכ׆׳鞅י׎✶㕈狸倀桬؅סיַ
؅骅ة٭ْؕס╚ס⮔蔦סיַחמ곰㎪宜ס♣
 ն׾ַיײ؅雧כ׆׾׌מ־

㳔ꌃ׵ל׆勓ⳡ吾⻏⺜㺑叽㓻㟕㲳㝕㳔ֽם
佻י㲳芌ׂםךׄד㳔气ס⟛芌脢䗄劳עך
䴈嵛ⳛ׷⟛芌脢מ㸐׾׌颉肪⚶ימ䌑벉׷蕟
⽱ꫀ䖥ס㝂坎ם脢؅㸐骭מ⟛芌׷㲳׵ל槏闋מ
魕׾׌焒餟׷䪫銉ֿ׾ַיֻ⚻؅סך׆א㵅
䠊׽ע׷ע气嵛מ呧♕ַם־焒餟׷䪫銉ע厏
 ն׾ֵךכ׆ַֹכ׾׿

מց؅䖥׈䒣ס㵅鴫ח׵מր气嵛؅㕈潒ס׆
汦׼ֿם״䑛׀籽׀煝疴؅ꅼַג׀ַי״ն 
 
ֈ릲㹼⾔䔁։ 

2023䌑 9劓מⷆ㛶煝疴㸐骭ؓٛعت٭؛׾ֵך
㐌偙蔦岕✄䉖ꩽ㵍倀ⵊ٬侷芌㹾瞏ס׫槁
㐌镄㷋魕倣⹺겏⹳צꫀ総脢٭ٖلذ٤ؕס׫
鞪吉؅㵅偡նגױ槁㐌ךꪛ⥎׾ַי׿׈倀ⵊ侷
芌◜噺ؠشِظ٤ق׵מ溪气׼־笴 3 䌑מ׽ש複
Ⲏ׊, ┾汔⻄㐌ס׼־複Ⲏ脢ס׫⺅包◜䔿٤؛
 ,י׎նֵ؂גז⻄ֿ׳⻻٭ٖلذ٤ؕ٤ؕٚ
 ٥ؕ؜٭٬ؓ٭ذ٤ج䧯☭侷芌ؓٛعت٭؛

Österreichisches Volkshochschularchivסך魕倣
⹺겏, ⺅包׵㵅偡ג׊ն䧯卸؅鵕ֻױ䑛׀籽׀煝
疴כ韢倀㕂瞉؅ꅼ׾ַי״նגױ♀䌑ע姙䈣
ꌬ䉖סꌬ䉖侓瞬٤٘ة٭ٜؠ٬ؕ٤ٜذةظ
侓瞬, ٤ٚؕ٤؅؛嵛氠ג׊䉖宐٬鉿侓٬侷芌塌
ꫀסⶾ⦍׽ׂטّ٭ؚنعشٚو瞏יַחמ
ز٭ئٛסך姙䈣ꌬ䉖ס瞏ؠ٭٤ُظ ,٤ًؕت
؅鉿גזնס׆䧯卸ע傽勓ꌬ䉖阛氺㳔⚶ס㳔⚶
霺瞏ס׫㶐畇, גױ匯☒㝕㳔勑匡٤٘ة٥ؔ煝疴
詇⪳׾׻מ٭ف複Ⲏْ٤عشؼ煝疴ٗ٭ذ٤ج
2024 䌑⮜鉿◙㴻מ⹺ꜗ׾׿׈韢畇י׊כ㕂
瞉ג׊ն 
 
獗⚶侷芌㳔٬气布㳔肪韢煝疴㵍 ⟵㛶鞏瓦 
ֈ埭㻗雞։ 
儨䌑䍲 10 劓ס׼־⚪㳔؅箽ֻ勓䌑䍲 9 劓מ

䕮㳔׊⟵㛶韢倀ր㝕㵢漟呭匆ס䧯皑劻מ锶׾
⛿宐蔦岕ّثِػؕرסˌꫀ匯㝕괬捇⯼䔿ס䘼
䞯䓺䧯؅䩘ֿי׊כ׽־ˌցס㕂瞉׽⺅מ篁؆
כ⹺겏ס婹⺮溷魕倣׾׌ꫀמն㝕㵢漟呭匆ד
⻎免♣ס䘼䞯מꫀ׾׌倀桬俠槏؅㕂瞉箽◗ױ
篙卸סאնגזםמכ׆׾籽ׄך免╒鉿⻎ך
⩰鉿煝疴ׯ׮עך꿧גז־םסכ׆׾׿׼ײꫀ
匯㝕괬捇⯼䔿י׊א僻岕䔿劻٬㝕婞٬儯⾔⮴
劻ס䘼䞯׼־㝕㵢漟呭匆؅⮔卥ךכ׆׾׌偆
מ׆אי׊אնג锶ֻֿׄט婹⺮溷⛺翝םג
鱍גַיז׆蔦岕嵛ⳛ؅הג־סꪨ䱸溷מ嶠־
 նג׊䧯Ⲍמכ׆׾׎׼ֿ┪צ

 勓䌑䍲 4 劓ע׼־匯☒㝕㳔溪ס漟呭ٜؠ٭ئ
⮔蔦מ׽ׂטꫀ総ג׊כ漟呭؅㕈掾׊複Ⲏמ
蔦麃׵䉌׀ꁎגזםמכ׆׾׿ױն♑㝕㳔٬♑
㐌㔔ך漟呭؅䠀㟱׾ַי׊㎒✄٭ٍٝٚؤסכ
י׊כׄ־ז׀؅׿׆׽ֵך╚阛氺׵٤٘ب
׾ַׄיׅםחמ煝疴嵛ⳛ٬㵅鴫嵛ⳛ׾ם׼׈
 նַג׊מֹ׻
 

ֈ叉訪סכ׆։ 
♀䌑䍲ע, 勓笫锡ւ气布㳔肪㕈潒篑ㅰ煝疴փ׫

䫋畇׾׌煝疴כع٭ؿ, ⟵㛶韢倀րւ㝕☭ٛػ٭փ
٭٘ة .փ煝疴Dؙٝف☭ւ㝕ג׋؅ꄼ׽靣ס
צ׻ֽث٤ R. סت٤لطت韢؅䴈氠י׊ցס 2
掾ס㕂瞉؅鉿גזםն 
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煝疴עع٭ؿ, 儨䌑䍲׽׻ꅼגַי״槏韢溷⩰
鉿煝疴ٝמכ׵؅٭ٖل㕂瞉ךס׵ג׿׈ؓ
槏韢םג偆גׄ⻔מ卥⮔ס銨槁嵛ⳛסٖؓزُ
溷卽篁؅ײ脝㷋׾ֵךס׵ג׊ն⟵㛶韢倀עך
傽勓㎼⫐יַֽמ 19 婸♧┪ס㝕☭ֿ؅ؙٝف肪
ֹ嵛ⳛ,ր㝕☭ؙٝفց؅㵅鴫׾׌㟕䙎, ր㝕☭ٛ
ց11ػ٭ ցؙٝف☭ր㝕,י׊卥؅ꄼ⮔ס׽靣ס⻏
وס䓺䧯ס蔦䉁כ倀ⵊ׾׻מ潸◦✑氠׾ֽׄמ
ס冲✍כ倀ⵊמ׼׈նג׊מ־׼؅僻تجٞ
偆םג槏韢溷卽篁؅ײ䳀獏ג׊ն 

凉╚埛筺ך㢼ג״煝疴ֿ䓺יזםכ㴗㖫ג׊
稀偙ך煝疴䩘菐ס勑敿׈杅מ⮔卥٬㕂瞉ⲇ
ך㝕㳔ꯖ׽׻ն♀儣ג׿׼׎׈؅蔦镊׈׊▋ס
׊־⹸澈؅嵛ס♀䌑䍲ֿ׾׿煝疴气嵛؅곐ס
 նַגײⲤמⳈ㳔׀籽׀䑛י
 
ֈ㼾氭ⶽ努։ 

勓䌑䍲׼־蝄脢⻔ׄ㹦Ⲩ佻䴈偡陭ع٭َئ
նג׊؅ꪛ㢼ؓؔط٤ٍٚסך٤٘ب٭طت
蝄脢⻔ׄ㹦Ⲩ佻䴈偡陭עؓؔط٤ٍٚסך韢
倀㕂瞉ס״גס鞪吉ׂםעךׄד蔦麃ס煝疴
ⳛ塌؅䮴׽ꂉ׾塌⚶גזם׵מն 
 ⟵㛶韢倀עיַחמ煝疴ꫀ䖥׾ֵךր傽勓
ֻױゼ꾴ց؅鵕ס侷芌ؓٛٔ؞镸٬ؓٛٔ؞ס
ր傽勓ס蝄脢⻔ׄ㹦Ⲩ佻䴈侓瞬ٛٔ؞׾ֽׄמ
ؓ嚣䗻ס嗱阧ցמُ٭ط؅㕂瞉ג׊ն韢倀؅㕂
瞉׽גֵמ׾׌׍ױ煝疴ؓٛٔ؞׾ֽׄמ嚣
䗻ס㜟ⵊכ傽勓ס侓瞬┪ؓٛٔ؞׾ֽׄמ嚣
䗻؅俠槏ג׊ն姌מ٤؅٘ب٭طتع٭َئ
⯈氠׊㹦Ⲩג׊蝄脢ס靣׼־׽䔦ֿ׼㹦Ⲩ׌
זֵך✇ֿꓨ锡־סגזֵך鞏꾴ֿ✇ך┪׾
气٬舓噺☭ס蔦麃ֿ׼䔦׊מ־׼؅僻־סג
☭气؅碎ׂ┪ך䖩锡؅כ׆׾םכ俠槏ג׊նא
靣ס蝄脢כ嚣䗻ؓٛٔ؞׾׌䔿⻄澈ֿ䳀ゃס
嚣ؓٛٔ؞םג偆׊؅嬟鼛כ׆ג锶ֻ׼־׽
䗻ס脝㷋؅鉿גזն 
ׄ⻔蝄䩘ס傽勓⚕噺׾ַיז䶏؂ך◜♐ ,גױ 
☭包芌䧯מ㸐עי׊煝疴ך䕑ג焒锶؅鵕ֻױ
☭包芌䧯ס偆םג㐂׽坎؅埛筺כֹ׻׊雧גײն 
 
 
 

ֈ㝕狂䛒㲳։  
勓䌑 4 劓מ⟵㛶鞏瓦מ⪜㳔׊⟵㛶韢倀ס圸䞯

؅絊חח׽㳔ꌃ׷♑꽝㔔׵⻻י״䋀䌮ׂ䱅噺
ؕذ٬ٛٝوրי׊כُ٭طն煝疴ג׊複Ⲏמ
׾免劻ֵס⯼槁䔢䑛ꃸ׾׿ף⽿כցع٤ْؓ
׾׋气מ╚廕ס٤٘بة٤ٚعַֹכ䑛ꃸעַ
㳔肪מث٭ؼꫀ䖥؅䭥׽ֽיזס׆免劻ס溪
ꇖ鞏꾴מ㸐䗎ס״ג׾׌佻䴈溷節⪜׽ֵס偙؅
䱱כַג׽脝ֻ׾ַיնסא갾蛮銉✑⿣ס㸐
需溷םꤥ魼岺׷ꤥ魼יז׻מ气鱍طٚػ׾׌
יַחמ脝ֻꤥ魼侷芌ככַג׊濪潨מهؔ
㳔״גש匯☒ꌬ耘銉녓ؼِٖؤ٬ع٭ؓסך
ꤥגױն׾ַי嵛ⳛ؅籽ׄסי׊כ٭ذ٭آ
魼侷芌מꫀ׾׌鞅剹⚶׷ր耘銉׾׻מ㳔צ煝疴
⚶ցמّٚ٭ؚنס複Ⲏ׊긊阋靣溷ם銨槁؅
㸐需溷מꤥ魼׾׌偙岺韢׷㵅鴫׵יַחמ㳔؆
 ն׾ַך
 
ֈ┪㼾瓑气㲳։ 

♀䌑䍲׼־⟵㛶鞏瓦מꅼ㳔ג׊ն⛿宐׾׻מ
㐌㔔鞏꾴闋尴׾ֽׄמ㳔י׊כُ٭ط؅צⶻ
噺韢倀מ䑛׀籽׀匯☒ꌬ卆堦ⶓס NPO 岺☭מ
⚕׷ꜗ阾סն嵛ⳛ׾ַיז複┰镸㷋؅鉿יַֽ
氺מꫀ׽؂⛿宐⻎㛶׷׽⺅׽׷ס⠥չ☭ס
靣מ׽闑ך╚׾׿複Ⲏ劻ꪨסꩽַ⛿宐מ⪴ꄼ
ն׾ֵחחց镸ր嵛ⳛց镸ֿ锶ֻצր㳔׾׌
ցצր㳔ס׆ג׊⮂宐ֿ锶⛿י׊㵅鴫؅ꄼגױ
镸׽׻؅幾ׂ䯚ֻ煝疴ס镄䍴؅㴻מ״ג׾״
獗⚶侷芌㳔ך╚ס䯚ֻג׀י׿׼㳔׽ֵסצ偙
؅倀桬؅ꄼי׊⫙牞霼׾ַי׊ն 

2023♑סא 䌑䍲傽勓⪪宐녓㳔⚶ء٤ٛوت
׊稀ꌃ؅䬎䓜ס⼴㵅鴫㖥ס卆堦ךّٚ٭ؚن
ք┪㼾瓑气㲳י׊כ⼴㖥סّٚءٞو䔿סא
ˑռ1 ّٚءٞوրSDGs ؅㐌㔔ך䱿ꅼמ״ג׾׌
⪪宐녓(獗⚶侷芌偡陭)ֿ卸׀׬׌ג䔢ⰺցս阾ꜗ
 ,ւ傽勓⪪宐녓㳔⚶䌑㖥փvol.20, 2023˒״כױכ
p.143-145.օ؅㕂瞉ג׊նגױⶻ噺韢倀؅⫙圸
䧯׊2023 䌑䍲匯☒㝕㳔侷芌㳔煝疴璇笫锡מˑ㳔
ס溪㺤ˌ卆堦ⶓס宐嵛ⳛ⛿ג׊כ⺫؅㏸ַ⻉צ
⛿宐嵛ⳛמ濪潨כ˒٭י׊꾴י׊䫋畇槁㐂吾婞
✑噺׽⺅מ篁؆׾ַךն 
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ֈ卲焒ꓧ։ 
勓䌑䍲׽׻勓煝疴㵍ס⟵㛶鞏瓦מ⪜㳔׊㸗

ꪎ׾ֵך獗⚶侷芌㳔٬气布㳔肪韢מⲎֻי煝
疴ꫀ䖥מꁿַ侷芌鉿侓׷侷芌獗⚶㳔獗⚶侷芌
㛶ס魕呬⺅䕑מꫀ׾؂䱅噺؅䋀䌮ׂ⺇颉ג׊ն
ס⚶傽勓獗⚶侷芌㳔גױ 6 劓겏⚶ꫀ锞煝
疴㝕⚶٤ٚؕ٤؛מ複Ⲏ׊煝疴ס劄偆ⳛ
⻔؅焒ג׀ךֿכ׆׾ն 

煝疴嵛ⳛעי׊כ槁㐂鞏꾴䟨餟כ煝疴ס潨
溷؅鉿׀匡׼ֿם׊蔦⮔ֿ勓䓜מゼַַٛג
אն׾ַיז僻牞ⵊ؅鉿ס٤٘زتؙؠز٭ئ
׫⚶獗׼־둚吾气ֿ㳔吾עך㛶韢倀⟵ך╚ס
鱳㘶י׊㳔׾׻מכ׆ש蔦䉁霼餟׷ꅼ鴤ٔ؞٬
ٛؓ䟨餟ס㜟㵼؅כ׆׾׌כُ٭ط؅脝ֻֽי
מ煝疴偙岺׷倀桬ם㕈勓溷יׄ⻔מ匡䌑䍲׽
 ն׾ַי׊嗱阧יַח

⠥☭煝疴עמ♑ס煝疴㵍׊כعؠؘةٞو
׊㶠㛶㻗㋆挨؅䞯㴻׾ֽׄמ귿㼾澛鏭ꓩ䉖י
׾׌ꫀמ蔦岕כꮐ捇ג TOYOTA 勑匡ⱁ气ذ٤ج
־־מ⪢㎼⪪宐녓㵅䡢鞪吉׷煝疴⻎⪳סכ٭
 ն׾ַיַדגַי׎׼؂

 
獗⚶侷芌㳔٬气布㳔肪韢煝疴㵍 煝疴气 
ֈ㳚ꘓ։ 

♀䌑䍲ע蔦麃ס煝疴؅ꅼ׼ֿם״⟵㛶鞏瓦
ꅼ㳔יׄ⻔מ雧닫㸐瞬؅ꅼגַי״ն׍ױ煝
疴ס镄掾י׊כ傽勓כ╚㎼ס㐌㔔׽ׂט侷芌
ֿגַיז嬟鼛煝疴؅鉿יַחמز٭ٞوؓס
坎չם⩰鉿煝疴؅ꄼי׋ⷃ筙מ傽勓ِٖؤס
׆׾׌獗ⶓ侷芌؅嬟鼛ס㎼╚כٜ٭ؠتؔطؼ
նגַי׊蔦镊כַםעך⮗ꈌ׽ֵך㎦곓עכ
偆跥⩰气ס䱅噺ך鞅؆ד叽㴴䜥סւ宐蛮㎂ⶥ䌑փ
ה؅䭥⽱蕟מ侷芌׾׌ꫀמ簡倀ⵊ⚻׷宐蛮׼־
♀䔿ע獗⚶侷芌ס镄掾ס׼־✄닫מ㕈ׂט⚻簡
倀ⵊ侷芌؅╚䖥מ煝疴؅ꅼכַג״脝ֻ׾ַיն 

⟵㛶ךׅ־ֽסהג齟⩰כ⩰气偙י׊א
⪜㳔雧닫מ摾◜מ⻉呬ג׀ךֿכ׆׾׌նס׆
稀䌑ꪨ䱅噺מِح׷複Ⲏ׀דגַי׎׈气
布㳔肪٬獗⚶侷芌㳔מ㸐׾׌槏闋؅幾חח״
蔦麃ס煝疴׵מ㝕٤؅٘ب٭ٝمت٤ؕם׀䕑
ն儯䀁䉖⪪宐녓㝂倀ⵊ⪴气颉䍴ג׀ךֿכ׆׾

⚕氺׵מ複Ⲏ׊⚕氺脢כ颉䊘י׊כ牞㵅מ獗
⚶侷芌嵛ⳛמ複Ⲏ׾ַי׊ն 
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㳔⛺韢倀 
 
⟵㛶韢倀 
 
2024䌑3劓 
 
묛䖥靣  
“A Study on Translation and Translator’s Positi
oning from the Perspective of Feminist Transla
tion Theory 
כ脌陹ג锶׼־镸掾ס脌陹槏韢ّثؼؘِن)
脌陹脢ס⛺翝ׄט)” 
 
戦獹齇 
ր㸗ꪎ氠靣ס䙎鮐؅脝䢩ג׊塌唩脌陹雄❿ס
 ցׄ♕ءذ氠靣ס׫تق٭ؤס״ג
 
偙鱩럭 
ր傽╚Web倀剹׾ֽׄמ傽蝠٬╚蝠㸗ꪎ氠靣
㸐陹㸐ס⮂槁⥰⻔ס⮔卥ց 
 
勓氭⹵╹ 
ր沌׾ם脌陹ꪨס䈼沌ס阾ꃍגׄ⻔מ煝疴 
蔦ⳛ⮔ⰺ䪫ס脌陹倀剹㸐כ崟絊ס阋靣ذْˌ
銉סꪛ溪ˌց 
 
㼾氭ⶽ努 
ր傽勓ס蝄脢⻔ׄ㹦Ⲩ佻䴈侓瞬ٔ؞׾ֽׄמ
ٛؓ嚣䗻ס嗱阧ˌ㹦Ⲩ佻䴈ג׀יׄ⺇؅蝄脢
 ցˌכ׆׾锶ֻ׼־鞪吉٭ٖلذ٤ؕס׫
 
叉訪סכ׆ 
րւ㝕☭ٛػ٭փס靣؅׽ꄼג׋ւ㝕☭ٝف
ؙփ煝疴ˋD. צ׻ֽث٤٭٘ةR. ٤لطت
 ցˋי׊韢؅䴈氠סت
 
 

埭㻗雞 
ր㝕㵢漟呭匆ס䧯皑劻מ锶׾⛿宐蔦岕ؕرס
䘼䞯䓺䧯؅䩘ֿסꫀ匯㝕괬捇⯼䔿ˌّثِػ
 ցˌי׊כ׽־
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㎫剹녓䝠㖥㳔煝疴㵍侷〉٬ꯖ气┞镣 

 

侷䱅  䔔嶓  㿓 

 

⬭侷䱅  岉匆 ➿㝚ꋝ 

 

颉䊘        㵢氭  楕 

 

㵉〉⬭侷䱅 尊⫐ 庄 

 

ⷆ㛶鞏瓦 ꯴ 볦齇㳔欎 
椟 稀⭡ 

㝕锞 鮂㝚ꋝ 
喖㻗 ⩱虘 
珿寏 冝㲳 
劀 Ⲏ 
⻏⠡ 僃ꌬ㳌 

㣥 ❸ꀲ㳔欎 
苪 楃 

╚㹼 䎘努 

 

⟵㛶鞏瓦 묛 䖥靣㳔欎 
勓氭 ⹵╹ 
戦 獹齇㳔欎 
偙 鱩럭㳔欎 
跥◪ ➿蝠㳔欎 

椟 樣⡜㳔欎 

 

煝疴气  椟 匯楃 

✇ ⚢⭡ 

 

★䳕汦㳔气 詡 別㦒 

 

 

 

 

 

 

 

 

獗⚶侷芌㳔٬气布㳔肪韢煝疴㵍侷〉٬ꯖ气┞镣 

 

侷䱅  末ꓩ 磌 

      匃 婞ꅙ 

 

⬭侷䱅   偆跥 嶙⛞ 

 

ⷆ㛶鞏瓦   ⪜尉 ⨲㲳 

霒 炼 

千㹼 劔耘 

㕑勓 冨崎 
㝕ꓩ ⪪寛 

卲 䗗鮂 

┩勎 叓눥 

卆⠡ 齇 

ꓭ ☌ㄌ 

ꖂ勎 緽聡 

千勓 㞃չ㲳 
嘼 儙곢 

氭╚ 㸯溯⻉ 

骅氭 僻㲳 

릲㹼 ⾔䔁 

 

⟵㛶鞏瓦  埭㻗 雞 

叉訪 סכ׆ 

㼾氭 ⶽ努 

┪㼾 瓑气㲳 
卲 焒ꓧ 
㝕狂 䛒㲳 

 

煝疴气   㳚  ꘓ 

䁆 䢗妍 

崼 ⪥䢻 
        

 

- 40 -



 
 
『生涯学習基盤経営研究』第 48 号編集委員会 
影浦 峡 （委員長）   牧野 篤     李 正連     新藤 浩伸     河村 俊太郎     宮田 玲 

金 亨善    鷲尾 和彦    名倉 早都季    曾 加 

 
生涯学習基盤経営研究 第 48 号 
2024 年 3 月 29 日 発行                 ISSN 2758-660X 
 

 
編集・発行 東京大学大学院教育学研究科 
      生涯学習基盤経営コース内 
『生涯学習基盤経営研究』編集委員会 

 
113-0033 東京都文京区本郷 7-3-1   

電  話   03-5841-3976 
 
 



 

STUDIES 

IN 

LIFELONG LEARNING 

INFRASTRUCTURE MANAGEMENT 

NO. 48 
2023 

                           
 

―― CONTENTS ―― 
 
Thesis  
 Public libraries and information literacy : 

An overview of the discussion on the concept of information literacy ………… Satsuki NAGURA ……… 1 

 
Notes 
 Reconsideration of culture and leisure in lifelong learning research :  

Towards the analysis of amateur expressive activities ...……………………..… Kotono SOMEHA ……… 16 

               

Course Activities in 2023 
 Open Laboratory ……………………………………………………………………………………………... 27 

 One-day Seminar …………………………………………………………………………………………….. 27 

 Lectures and Seminars ……………………………………………………………………………………….. 27 

 Students’ Research Activities ………………………………………………………………………………… 30 

 

 

 

                           
 

LIFELONG LEARNING INFRASTRUCTURE MANAGEMENT COURSE 

GRADUATE SCHOOL OF EDUCATION, THE UNIVERSITY OF TOKYO 


